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　12月 15日（金）に旭志幼
稚園であった「餅つき大会」で
す。
　園児と JA 菊池青壮年部旭
志支部の部員、保護者などが
臼（うす）と杵（きね）を使った
餅つきに挑戦しました。
（10ページに関連記事）



明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「豊かな水と緑、光あふれる田園文化のまち」
菊池市の実現に向けて

2｜広報きくち｜2007 JANUARY-13 広報きくち｜2007 JANUARY-1｜

迎

春

迎

春
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
初
春

を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
よ
り

市
政
の
様
々
な
分
野
に
わ
た
り
ま
し
て
温

か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
か
ら
景
気
回
復
の
兆
し
が

見
ら
れ
ま
す
も
の
の
、
国
や
地
方
行
政
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
ま
す
ま
す
厳
し
く
な

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
特
に
、
地
方
自

治
体
に
と
り
ま
し
て
は
、
さ
ら
な
る
行
財

政
改
革
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
の
12
月
議
会
で
、

新
庁
舎
建
設
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
財

政
状
況
や
議
会
並
び
に
市
民
の
皆
さ
ま
の

間
で
慎
重
論
議
が
高
ま
り
、
財
政
的
な
見

通
し
が
立
つ
ま
で
一
時
凍
結
す
る
こ
と
を

表
明
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
新
市
の
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
「
菊
池

市
総
合
計
画
」
に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
さ

ま
と
協
働
の
理
念
の
も
と
に
、
目
標
を
共

有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
と
責
任
を
持
っ

て
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
こ
の
計
画
に
沿
い
な
が
ら
、

活
力
と
希
望
に
満
ち
た
市
民
生
活
の
創
造

に
向
け
て
、
本
格
的
な
施
策
を
実
行
に
移

し
て
い
く
年
と
な
り
ま
す
。
豊
か
な
市
民

生
活
を
実
現
す
る
た
め
、
効
率
的
・
効
果

的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
、福
祉
や
保
健
・

医
療
施
策
の
充
実
、
幹
線
道
路
網
や
都

市
基
盤
の
整
備
、
防
犯
・
防
災
・
交
通
安

全
対
策
の
強
化
、
上
下
水
道
整
備
を
中
心

と
し
た
快
適
な
生
活
環
境
の
創
出
と
維
持
、

義
務
教
育
と
生
涯
学
習
の
さ
ら
な
る
推
進
、

豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
、
活
力
あ
る
産

業
の
振
興
、
企
業
誘
致
の
促
進
、
環
境
問

題
の
解
決
な
ど
山
積
し
て
い
る
様
々
な
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

私
は
、
公
正
・
公
平
を
む
ね
と
し
て
、

誠
実
で
責
任
あ
る
行
政
運
営
に
努
め
な
が

ら
、
魅
力
と
活
力
あ
る
正
に
「
豊
か
な
水

と
緑
、
光
あ
ふ
れ
る
田
園
文
化
の
ま
ち
」

菊
池
市
の
実
現
に
向
け
て
力
を
注
い
で
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
主
体

的
な
参
画
を
お
願
い
し
な
が
ら
、
一
体
感

の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
課
題
の

一
つ
一
つ
を
着
実
に
ク
リ
ア
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
更
な
る
ご
理
解
と
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
な
が
ら
、
夢

と
希
望
に
満
ち
た
平
成
19
年
が
市
民
の
皆

さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
限
り
な
い
幸
せ
と

健
や
か
な
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

平
成
19
年　

元
旦

菊
池
市
長　

福
村　

三
男

　

皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し

い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
、
私
ど
も
市
議
会
に
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
ご
理
解
と
ご
支
援
に
対
し
、

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
合
併
後
の

在
任
特
例
期
間
を
終
え
、
昨
年
５
月
の
選

挙
に
よ
り
、
新
し
く
28
人
の
議
員
が
誕
生

い
た
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
る
べ
く

議
会
一
丸
と
な
っ
て
活
気
あ
る
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

地
方
分
権
の
推
進
、
三
位
一
体
の
改
革

に
よ
り
、
今
後
地
方
の
財
政
状
況
は
さ
ら

に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
の
問

題
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
農
業
の
振
興

な
ど
課
題
も
山
積
し
て
お
り
、
早
急
且
つ

真
剣
な
取
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
特
に
財
政
基
盤
の
確
立
は
最
重

要
課
題
で
あ
り
、
北
海
道
夕
張
市
の
財
政

破
綻
の
問
題
は
、
私
た
ち
を
含
め
、
他
の

多
く
の
自
治
体
に
と
っ
て
も
新
た
め
て
自

身
の
足
元
を
見
つ
め
直
す
貴
重
な
警
鐘
と

な
っ
た
の
で
は
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
も
緒
に
つ
い
た
ば

か
り
で
あ
り
ま
す
が
、
菊
池
市
の
均
衡

あ
る
発
展
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向

け
、
企
業
誘
致
に
よ
る
地
域
の
雇
用
の
創

出
、
定
住
の
促
進
、
自
主
財
源
の
確
保
な

ど
の
た
め
、
昨
年
９
月
、
議
会
内
に
企
業

誘
致
促
進
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
執
行

部
共
々
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

ま
た
、
商
工
業
の
振
興
、
住
民
福
祉
の

向
上
、
環
境
問
題
、
教
育
問
題
等
も
早
急

に
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま

す
。

　

本
年
も
山
積
す
る
課
題
に
向
け
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
る
よ
う
決
意

も
新
た
に
致
し
て
お
り
ま
す
。
併
せ
ま
し

て
、
市
政
へ
の
議
決
機
関
、
監
視
機
関
と

し
て
の
認
識
を
新
た
に
し
、
公
平
・
公
正

な
議
会
運
営
に
心
が
け
、
身
近
で
開
か
れ

た
透
明
性
の
あ
る
議
会
の
実
現
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
も
更
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
最

後
に
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
幸

多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

平
成
19
年　

元
旦

　

菊
池
市
議
会
議
長　

北
田　

彰

皆さまの負託に応え、
菊池市の発展に尽くします



締
結
の
経
緯

　

菊
池
市
泗
水
町
に
全
羅
北
道
全
州

市
の
大
学
で
学
ん
だ
人
が
お
り
、
そ

の
人
の
斡
旋
に
よ
り
、
１
９
８
２
年

に
大
韓
民
国
を
訪
問
し
、
全
羅
北

道
金
堤
市
（
当
時
は
金
堤
邑
）
の
産

業
形
態
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

旧
泗
水
町
が
昭
和
60
年
（
１
９
８
５

年
）
４
月
、
町
村
合
併
30
周
年
を
記

念
し
、
相
互
交
流
を
図
る
た
め
姉
妹

都
市
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
に
、
行
政
関
係
、
教

育
関
係
、
文
化
協
会
等
の
諸
団
体

を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
平
成
４
年

（
１
９
９
２
年
）
に
は
泗
水
中
学
校

の
修
学
旅
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

金
堤
市
か
ら
は
毎
年
９
月
に
開
催

し
て
い
る
コ
ス
モ
ス
マ
ラ
ン
大
会
に

選
手
を
招
待
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
度
に
は
、
泗
水
中
学
校

サ
ッ
カ
ー
部
員
が
金
堤
市
を
訪
問
し
、

ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
合
併
後
も
韓
国
で
有
名
な

祭
り
「
金
堤
市
地
平
線
祭
り
」
へ
菊

池
市
民
文
化
交
流
団
と
し
て
参
加
し
、

平
成
17
年
度
は
日
舞
、
平
成
18
年
度

は
神
楽
を
披
露
し
、
文
化
芸
能
を
通

し
た
交
流
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
10
月
28
日
（
土
）

〜
10
月
31
日（
火
）ま
で
李
建
植（
イ
・

ゴ
ン
シ
ク
）
金
堤
市
長
を
始
め
10
人

の
交
流
団
が
菊
池
市
を
訪
問
し
、
コ

ス
モ
ス
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
選
手
と
し

て
李
市
長
ほ
か
８
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

10
月
30
日
（
月
）
に
は
市
内
の
ホ

テ
ル
で
、
新
菊
池
市
と
し
て
改
め
て
、

金
堤
市
と
友
好
都
市
調
印
締
結
を
執

り
行
い
ま
し
た
。

　

両
市
長
と
も
、
今
後
も
教
育
、
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
の
幅
を
広
め

信
頼
と
友
好
を
深
め
て
い
く
こ
と
を

約
束
し
ま
し
た
。

締
結
の
経
緯

　

中
国
泗
水
県
と
は
、
旧
泗
水
町
が

昭
和
61
年
（
１
９
８
６
年
）
の
町
名

由
来
の
調
査
団
を
泗
水
県
に
派
遣
し

た
こ
と
に
端
を
発
し
交
流
を
深
め
て

き
ま
し
た
。

　

平
成
元
年
（
１
９
８
９
年
）、
泗

水
誕
生
１
０
０
周
年
を
記
念
す
る
と

と
も
に
、ま
ち
づ
く
り
の
核
と
し
て
、

ま
た
交
流
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
「
孔

子
公
園
」
建
設
を
計
画
し
、
平
成
４

年
（
１
９
９
２
年
）
に
完
成
し
ま
し

た
。

　

孔
子
公
園
は
中
国
宮
廷
建
築
様
式

を
採
用
し
、
中
国
の
資
材
と
中
国
人

技
術
者
で
建
設
を
お
こ
な
い
、
特
に

孔
子
像
は
、
高
さ
３
ｍ
の
石
像
で
、

中
国
泗
水
県
人
民
政
府
に
依
頼
し
、

製
作
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
旧
泗
水

町
と
泗
水
県
双
方
の
合
意
に
よ
り
平

成
６
年
（
１
９
９
４
年
）
９
月
友
好

都
市
と
し
て
縁
を
結
び
、
毎
年
相
互

交
流
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
国
土
交
通
省
主
催

の
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
事
業
「
日
中
友
好
都
市
交
流

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
菊
池
市
で
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
先
立
っ
て
、
泗
水
県

よ
り
王
亜
棟
（
ワ
ン
・
ヤ
ド
ン
）
副

県
長
と
、
糧
食
局
の
局
長
、
製
薬
会

社
の
社
長
の
３
人
が
来
菊
し
ま
し

た
。

　

そ
の
際
の
11
月
15
日
（
水
）
に
菊

池
市
役
所
で
、
新
菊
池
市
と
し
て
改

め
て
、
友
好
都
市
調
印
締
結
を
執
り

行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
交

流
、
市
民
交
流
を
拡
大
し
て
い
き
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
資
源
を
活

用
し
、
お
互
い
に
連
携
・
協
力
し
て
、

活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

努
め
る
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。 協定書に署名をする李市長（左）と

福村市長（右）

●中華人民共和国山東省泗水県（サントウショウシスイケン）
○友好都市締結日
　2006年（平成18年）11月15日（水）
○泗水県の概要　山東省泗水県は中国国土の北東部
に位置し、人口約60万人、面積1,091km2で、県内に
は大小あわせて560余りの川があり南と北にはそれ
ぞれ２大山脈が走っています。
　主な産業は農業で、小麦、とうもろこしなどが生産
されており、地下資源も豊富で花崗岩、石炭岩などが
埋蔵されています。最近は海外からの投資により工
業も盛んになりつつある都市です。

●大韓民国全羅北道金堤市（ゼンラホクドウキムゼシ）
○友好都市締結日
　2006年（平成18年）10月30日（月）
○金堤市の概要　金堤市はソウルから車で約３
時間半の所に位置し、人口は約12万人、面積は
545.29km2と、人口、面積ともに菊池市の約２倍の
大きさです。
　主な産業は農業で、見渡す限りの水田では、米や野
菜が栽培されており、また、高麗人参の栽培が盛んな
文化と食に優れた田園観光都市です。

協定書に署名をする王副県長（左）と
福村市長（右）

国外友好都市  締結調印式
新菊池市が誕生し、これまで交流を続けてきた、

韓国・金堤市と中国・泗水県との国外友好都市の調印式を
改めて執り行いました。

友好都市の調印は、
平成18年4月の岩手県遠野市と宮崎県西米良村に続くものです。
また、平成19年2月には、韓国・清原郡と調印予定です。

協定後に手を取り合う５人
左から、孫製薬会社社長、簾糧食局長、王副県長、福村市長、北田議長

協定後に手を取り合う４人
左から、安議長、福村市長、李市長、北田議長

菊池市

中国・泗水県

菊池市

韓国・金堤市
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　２回目となる菊池市文化祭が、菊池・七城・旭志・泗水
の各会場で開催されました。
　今回は文化協会合併後初めての文化祭前夜祭として、２
日（木）の午後６時 30分から文化会館大ホールで４支部
合同の開会式が行なわれました。
　その後各支部から、日舞・フラダンス・民謡・筝演奏・コー
ラス・着物着付けと多彩な出し物があり、２時間に及ぶ演
芸大会で文化祭の幕を開けました。
　３日（祝）からは各支部の会場で絵画・書道・生花をは
じめ小・中学生や老人クラブの作品なども交え、各支部そ
れぞれに特徴のある展示や歌や踊りなど多くの舞台での演
芸が行なわれました。
　各会場とも、市民文化活動の１年間の芸の成果が披露さ
れ、多くの観客で賑わいました。

　泗水小学校（百原和敏校長）と泗水中学校（西岡宏二校長）で、
九州各県の小・中学校教師や行政関係者、地域の人などが参
加してコミュニティ・スクールの研究発表会がありました。
　各クラスごとの公開授業や全体会をとおしてこれまでの取
り組みが発表されました。
　その中のひとつ、泗水小学校６年生が総合的な学習の時間
で取り組んだ「科学技術を学ぼう～ロボット学習～」では、
ゲストティーチャーとして熊本電波高専の教師が招かれ、６
年生児童がほぼ１人に１台ずつのロボットを作成しました。
　泗水体育館であった公開授業では、見せる・走る・運ぶの
３部門に別れて、ロボットを作成した児童自らが操作し、勝
ち抜き戦で競技に挑みました。
　子どもたちは「本当に楽しみながら作ることができました」と目を輝かせて話してくれました。
　同小・中学校は、平成 17・18年度の２年間、文部科学省が指定する「コミュニティ・スクール推進事業」の指定を受け
ており、全国に先駆けて地域に根ざした教育に取り組んでいます。

11月22日（水）泗水小・泗水中で
コミュニティ・スクールの研究発表会

前夜祭で披露された旭志支部の「ホタルセレナーデ」

11月3日（祝）～11月5日（日）第2回菊池市文化祭

言
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堂
紫
水
流（
げ
ん
し
ど
う
し
す
い
り
ゅ

う
）
に
よ
る
構
成
吟
（
こ
う
せ
い
ぎ
ん
）

旭
志
少
年
少
女
合
唱
団
に
よ
る
合
唱

七
城
小
学
校
体
育
館
で
の
展
示

泗
水
体
育
館
で
の
展
示

泗水体育館での公開授業で「スロープの先のかごに時間内にいく
つボールを運べるか」の競技に挑む児童たち

　菊池の赤星菅原神社で、菊池市の無形民俗文化財にも指定
されている赤星天満宮神楽があり、地元区民など大勢の人で
賑わいました。毎年この日に合わせて行なわれているもので、
地元子どもたちによる「赤星子ども神楽」に続き、地元赤星
天満宮神楽連（福田幸二会長）のメンバー 13人による「榊舞」
や「花米（はなよね）」など８座が次々と舞われました。
会場では、女性部や消防団、ボランティアなどによるだご汁
や割烹酒なども振舞われ、詰め掛けた観客の体を温めていま
した。
　神楽連の福田会長は「地域の伝統行事なので後世に残して
いきたいし、この神楽を子どもたちに教えることでコミュニ
ケーションにもなっています」と話されました。
　また、福田会長など５人は、今年９月に韓国・金堤市で行
われた「第８回金堤地平線まつり」に、菊池市の代表として
出場し、約２万人の観客を前に「花米」や「弓御幣舞」を披
露しました。

11月29日（水）赤星天満宮神楽

　菊池市養護老人ホーム「ふじのわ荘」に特設人権相談
所が開設され、相談を前に寸劇が披露されました。熊本
地方法務局山鹿支局（森杉博光支局長）と山鹿人権擁護
委員協議会（岩崎義郎会長）が主催して、人権相談を受
ける機会のなかった高齢者施設や知的障害者更生施設な
どの入所者が気軽に相談を受けられることを目的に行わ
れたものです。
　寸劇では、同協議会男女共同参画推進委員約 10人が
施設内で起きた出来事から「人を疑うことがいかにいけ
ないことか」を訴えました。
　午後からは特設人権相談所が開設され、入所者約 40
人が係員に悩みごとなどを相談しました。
　今後も、同様の取り組みが行われていく予定です。

11月30日（木）養護老人ホーム「ふじのわ荘」で人権寸劇

寸劇「ある日の出来事」を披露するメンバー

　花房小学校（福田哲朗校長）で全校児童 103 人と熊本地方法
務局山鹿支局（森杉博光支局長）職員・山鹿人権擁護委員協議会（岩
崎義郎会長）のメンバー約 20人が参加して、これまで育ててき
た「人権の花」から取った種をエコ風船につけて大空へ飛ばしま
した。
　小学生が「人権の花」を育てることにより人権尊重の理解を深
め、豊かな人権感覚を身につけることを目的に、同法務局山鹿支
局と同協議会が管内の小学校で毎年行っているもので、今年は花
房小学校で行われました。
　児童たちは、４月に交付を受けたひまわりやコスモスなど６種
類の種を学年ごとの花壇に植え、これまで思いやりを持って大切
に育ててきました。
　運動場に集合した児童たちは、エコ風船に「このたねで、まち
をきれいにしてください」などと書いた種入り封筒をつけ「１・２・
３」の号令で一斉に大空へ飛ばしました。

12月1日（金）
花房小で「人権の花」から取れた種を大空へ

種
が
入
っ
た
風
船
を
飛
ば
す
児
童
た
ち

「榊舞」を舞う赤星天満宮神楽連のメンバー
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　熊本県庁で統計功労者と統計グラフコンクール受賞者の表彰式が
行われました。この統計功労者表彰は、統計調査に従事し、その功
績が顕著であると認められた人や事業所に贈られるものです。
　表彰式では、受賞者に知事より賞状と副賞が贈られました。
　また、統計グラフコンクールは、児童・生徒に統計への理解と親
しみを持ってもらおうと、県が毎年行っているもので、市内の小学
校からも多数の応募がありました。
　今後も様々な統計調査が行われ、まちづくりのための資料として
活用されていきます。市民の皆さんの統計調査へのご協力をお願い
いたします。
　表彰者は次のとおりです。（敬称略）
●熊本県統計功労者表彰
•総務大臣表彰　中津賢吾、安武壽志子、宇野木洋一
•熊本県統計協会会長表彰　田中正二朗、赤星正信、谷　信子
●平成 18年度熊本県統計グラフコンクール
第１部（小学校１年生及び２年生の児童）
•入選　「本を読もうよ！」
　菊池市立戸崎小学校２年　中尾　翔、中川裕介、中野天音
第２部（小学校３年生及び４年生の児童）
•入選　「通学ろは車がいっぱい」
　菊池市立七城小学校３年　田島ゆうか

12月6日（水）
統計功労者・統計グラフコンクール受賞者の表彰式

　旭志多目的研修センターで、旭志支部の農業者年金受
給者友の会の講演会が開かれ、約 60人が参加しました。
　その中で、菊池地区交通安全協会から「湯た～っと」
劇団が招かれ交通安全に関する寸劇を行いました。
　劇では、お酒を飲んだおじいさんや駐在さんなどが登
場し、道路の渡り方や自転車の乗り方など、交通ルール
を分かりやすく参加者に伝えました。
　参加者は真剣な表情で劇に見入り、時に肥後弁丸出し
の内容に会場全体が笑いの渦に包まれる場面もあり、終
始和やかな雰囲気で交通安全について学習しました。

11月30日（木）
農業者年金受給者友の会で
「湯た～っと」劇団が交通安全寸劇

　平成 18年青少年健全育成地域フォーラム「熊
本大会」で、熊本県青少年育成県民会議表彰があ
り、青少年育成者（個人の部）で上村良一さん
（○菊　玉祥寺）が、青少年育成市町村民会議の部
で水源校区青少年健全育成会議（松田彰三会長）
が受賞しました。
　この表彰は、県内において青少年の健全育成に
関し優れた活動を行っている青少年、青少年育成
者・団体を表彰するものです。

11月26日（日）
熊本県青少年育成県民会議表彰

福村市長（右）に表彰の報告に訪れた、上村さん（左）、
松田会長（右）、城さん（中央）

寸劇で交通安全を分かりやすく伝える
「湯た～っと」劇団

第
１
部
入
選
作
品
「
本
を
読
も
う
よ
！
」

（
右
）

第
２
部
入
選
作
品
「
通
学
ろ
は
車
が

い
っ
ぱ
い
」（
下
）

　菊池市体育指導委員協議会（藤江康博会長）
が、全国体育指導委員協議会から体育指導委
員優良団体表彰を受賞し、その報告に福村市
長を訪れました。
　この賞は、平成 18年 11 月に大分県で開
催された、第 47回全国体育指導委員研究協
議会（大分大会）において、永年にわたる地
域スポーツの普及発展に尽力し顕著な成果を
あげた団体に送られる賞です。
　訪れた藤江会長らは、受賞までの経過と活
動の内容を説明をし、福村市長からねぎらい
の言葉がありました。
　同協議会の今後の活躍が期待されます。

12月6日（水）
菊池市体育指導委員協議会が
体育指導委員優良団体表彰の
受賞を報告

　九州硬式空手道選手権が上天草市の大矢野総合
体育館であり、県内から約 400 人の選手が出場
し熱戦が繰り広げられました。
　県勢が 16部門を制す中、菊池市支部の日本真
空挙泗水塾所属の岩本知薫くんが、男子組手幼児
年少年中の部で見事優勝しました。
　他にも同塾の子どもは、小学校の部や一般の部
にも多数出場して大健闘し、次回大会へと大きく
夢をつなぎました。
　同塾の早田敏光塾長は「硬式空手道をとおして
青少年の育成に少しでもお役にたてればと、これ
からも頑張っていきます」と話されました。

11月19日（日）第11回九州硬式空手道選手権

大会に参加した日本真空挙泗水塾所属の子どもたち

　七城町の砦保育園で、園児 21人とその保護者を対象
に、体験型環境学習会「動く環境教室」がありました。
　七城町の地球温暖化防止活動推進員、泉喜美代さんを
中心に、菊池郡市の推進員や熊本県環境センターも協力
して行われ、ビデオなどを使ってごみの処分や分別につ
いて勉強しました。
　また、様々な色のビンをリサイクルして作ったガラス
の粒で絵を描く「リ・グラスアート」にも親子で楽しく
取り組みました。
　地球温暖化防止活動推進員は、熊本県から委嘱を受け、
日常生活での省エネ・省資源の普及啓発に取り組んでお
り、菊池市内では４人が活動しています。

11月30日（木）
親子で楽しく「動く環境教室」

福村市長（右手前）を訪れた３人。右側から、藤江康博会長、岩根彰男副会長、
小林孝夫理事長

砦保育園であった「動く環境教室」で、ガラスの粒で絵を描く
「リ・グラスアート」に挑戦する子どもたち

大分県であった第47回全国体育指導委員研究協議会（大分大会）に参加したメンバー
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　このほど、２月 10日（土）～２月 12日（祝）に福島
県の Jヴィレッジで開催される全国ガールズ８（U-12）
サッカーフェスティバル大会に、泗水小学校の５人が出場
することに決まりました。
　５人は、創部２年目のプエルタ熊本FCLという女子サッ
カーのクラブチームに所属しており、これまで熊本県大会
で優勝し、12月に別府市で行われた九州大会も勝ち抜き、
九州代表として出場することになったものです。市民の皆
さんの応援をお願いします。出場選手は次の５人です。（敬
称略）
　益田依佳（６年）、松本苑佳（５年）、中村唯加（４年）、
宮﨑穂乃佳（４年）、松永美里（２年）

全国ガールズ8（U-12）サッカーフェスティバル
～第3回Jヴィレッジなでしこカップ～に泗水小学校の5人が参加

　旭志幼稚園で餅つき大会があり、園児たちが臼と
杵を使った餅つきに挑戦しました。
　JA菊池青壮年部旭志支部が旭志地区にある北合
志保育園、新明保育園、川辺保育園、旭志幼稚園を
訪問する形で毎年行っているものです。
　旭志幼稚園を訪れた部員たちは、同旭志支部が提
供するもち米を保護者などが協力して蒸す中、息の
合った臼と杵での餅つきを披露しました。
　年長組みの園児たちも、２人１組になり部員たち
に杵の持ち方などを教わりながら交代で餅つきに挑
戦しました。
　子どもたちは「杵が重かったけど初めてで楽し
かったです」などと元気に話してくれました。
　園児と部員、保護者は、つきたての餅を食べなが
ら楽しいひと時を過ごしました。

12月15日（金）旭志幼稚園で餅つき大会

　韓国はすっかり秋の深まりを感じるようになった 10
月 26 日（木）から 10 月 30 日（月）まで、ソウル外
国語アカデミーと菊池市海外研修生の会との交流のため
にソウルを訪問し、折り返し 11 月２日（木）から 11
月５日（日）まで、ソウル外国語アカデミーから２人の
研修生を迎え交流を行いました。
　この９日間は、私がホームスティでお世話になった
チェ・スンヒさんをはじめソウル外国語アカデミーの皆
さんを通じ韓国の親切と思いやりをひしひしと感じる
日々でした。
　この思い出は私の生涯忘れることのできないものとな
り、今後の人生に大きな影響を与えるものと思います。
　特にソウルで印象に残ったことは、インチョン空港か
らソウル市内に入るときのビルディングの林立、ソウル外国語アカデミーやホームスティでの歓迎、パソコンや携帯電話な
どの発達、東九稜や国立ソウル博物館での日本関連の資料の発見、市庁舎周辺の機動隊や守衛の物々しさなどでした。
　また、日本でキム・ヒソンさんとチェ・スンヒさん達と散策した菊池の街並、２人の和服姿、そして菊池水源や阿蘇の自
然の雄大さ、どれも心のアルバムに張り付きました。
　今後、またいろいろな交流の機会が訪れることを願っています。
平成 18年度菊池市海外研修生の会団長　中原　英

研修報告
～韓国の親切を満喫した海外研修～

前列左から２番目が松本さん、同３番目が益田さん、後列左から２番
目が松永さん、同３番目が宮﨑さん、同４番目が中村さん
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は
月
額
50
円
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

●
口
座
振
替
で
前
納
制
度
を
利
用
す

る
場
合
は
、
現
金
で
の
前
納
に
比
べ

て
さ
ら
に
割
引
額
が
高
く
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
１
年
前
納
を
口
座
振
替
で

行
っ
た
場
合
は
、
月
々
現
金
で
支

払
っ
た
場
合
の
合
計
額
と
比
較
し
て

３
、４
９
０
円
の
割
引
（
現
金
で
の

１
年
前
納
は
２
、９
５
０
円
の
割
引
）

で
す
。

　

20
歳
に
な
り
、
所
得
が
少
な
く
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
に

つ
い
て
は
、
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

や
学
生
納
付
特
例
制
度
な
ど
の
保
険

料
免
除
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

手
続
き
は
お
住
ま
い
の
市
区
町
村

役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
加
入
手
続
は

ど
こ
で
行
え
ば
い
い
の
？

国
民
年
金
情
報

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
！

毎
月
の
保
険
料
は
い
く
ら
？

毎
月
１
３
、８
６
０
円（
平
成

18
年
度
）は
払
え
な
い
・・・

そ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
？

新
成
人
の
皆
さ
ん
、国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う

　若年者納付猶予制度と学生納付特例制度は、他の年齢
層に比べ所得が少ない若年層（20歳代で学生以外）の
人が、将来、年金を受け取ることができなくなることや、
不慮の事故などにより障害が残ってしまった場合に、障
害基礎年金を受けることが出来なくなることなどを防止
するため、本人の申請により保険料の納付が猶予される
制度のことです。
ポイント①
●若年者納付猶予制度→本人と配偶者の所得を審査
●学生納付特例制度→本人の所得のみで審査
　一般の保険料免除（全額免除・一部納付）の場合は、
世帯主の所得も含めて保険料免除の対象となるか判定し
ますが、若年者納付猶予は本人と配偶者の所得のみ、学
生納付特例は本人の所得のみで判定することになります。
　そのため、世帯主の所得が高く、保険料免除の対象と
ならない 20歳代の人でも、若年者納付猶予の対象とな
る場合があり、学生の人は本人の所得がない場合は学生
納付特例の対象となります。
※学生の人は、学生納付特例制度のみ利用いただけます。

ポイント②
●障害・遺族基礎年金を受け取ることができます。
　納付猶予や納付特例期間中にケガや病気で障害や死亡
といった不慮の事態が発生した場合、障害の状態に応じ
て障害基礎年金が、遺族（妻と子）の人は遺族基礎年金
を受けることができます。
※障害や死亡といった事故が発生するまでの国民年金の
加入期間の２／３以上の期間について、保険料を納付、
免除または猶予されていること、もしくは事故の直前
の１年間に保険料の未納がないことが必要です。

猶予期間などの年金はどうなるの ?
○若年者納付猶予・学生納付特例を受けた期間は、将来
受ける年金の受給資格期間に算入されますが、年金額
には反映されません。

○そこで、これらの期間の保険料は、10年以内であれ
ば後で古い期間から順に納付できるようになっていま
す（追納）。

○追納する場合の保険料額は、猶予などを受けた期間の
翌年度から起算して、３年度目以降に保険料を追納す
る場合には、承認を受けた期間の保険料額に経過期間
に応じた加算額が上乗せされます。

若年者納付猶予制度・学生納付特例制度とは？

問い合わせ先
市民課

☎（25）1111

　

国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

　

日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
人
は
、
国
民
年

金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
、
老
後
な
ど
に
年
金

を
受
け
取
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

　

自
営
業
者
、
学
生
な
ど
は
第
１
号
被
保
険
者
に
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、

公
務
員
は
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
す
る
と
同
時
に
第
２
号
被
保

険
者
に
、
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
は
第
３
号
被

保
険
者
に
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
は
、
や
が
て
必
ず
訪
れ
る
長
い
老
後
の

収
入
を
国
が
約
束
し
て
く
れ
る
年
金
制
度
で
す
。

餅つきに参加した園児と部員たち

ソウル外国語アカデミーを訪れた菊池市海外研修生の会のメンバー
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「
質
の
よ
い
眠
り
」と
は
、「
ぐ
っ
す
り
眠
っ

た
」
と
感
じ
た
眠
り
の
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
の
睡
眠
は
、
上
図
の
よ
う
に
体
も

脳
も
熟
睡
し
て
い
る
状
態
の
「
ノ
ン
レ
ム
睡

眠
」
と
、
体
は
眠
っ
て
い
て
も
脳
は
起
き
て

い
る
状
態
の
「
レ
ム
睡
眠
」
が
、
90
分
ご
と

に
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
を
上
手
に
取
れ
ば
、

脳
が
十
分
に
休
ま
り
、
質
の
よ
い
眠
り
が
得

ら
れ
ま
す
。
特
に
、
眠
り
に
つ
い
て
か
ら
の

３
時
間
に
、
質
の
よ
い
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
が
現

れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
、
眠
り
が
浅
く
な
っ
た
り
、
断
続

的
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
「
ぐ
っ
す
り

眠
っ
た
」
と
い
う
感
覚
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
眠
り
が
浅
く
な
っ
た
レ
ム
睡
眠
の

と
き
に
起
き
る
と
「
す
っ
き
り
と
し
た
目
覚

め
」
と
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
日
の
出
と
と
も
に
起
き
て
行

動
し
、
日
が
沈
む
と
眠
る
と
い
う
24
時
間
の

地
球
の
自
転
に
合
わ
せ
た
生
体
リ
ズ
ム
を
刻

ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
生
体
リ
ズ
ム
を
つ
く
っ
て
い
る
の
が

「
体
内
時
計
」
で
、
そ
の
周
期
は
約
25
時
間

で
す
。
自
然
環
境
と
は
お
よ
そ
１
時
間
の
ず

れ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ず
れ
を
調
節
す
る
の
が
「
日
光
」
で

す
。
毎
朝
、
起
き
た
ら
日
光
を
浴
び
る
こ
と

で
、
体
内
時
計
は
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
ま
す
。
昼

は
日
光
を
浴
び
、
夜
は
暗
く
す
る
こ
と
が
体

内
時
計
を
整
え
る
コ
ツ
な
の
で
す
。

①
充
分
か
つ
快
適
な
睡
眠
で
活
き
活
き
健
康

生
活

•
快
適
な
睡
眠
は
、
疲
労
回
復
、
ス
ト
レ
ス

解
消
、
事
故
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

•
生
活
習
慣
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

※
定
期
的
な
運
動
習
慣
は
熟
睡
を
も
た
ら
し

ま
す
。

※
朝
食
は
心
と
体
の
目
覚
め
に
重
要
で
す
。

ま
た
、
夜
食
は
ご
く
軽
く
し
ま
し
ょ
う
。

②
睡
眠
時
間
は
人
そ
れ
ぞ
れ
、
日
中
元
気
ハ

ツ
ラ
ツ
が
快
適
な
睡
眠
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

•
人
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
睡
眠
時
間
が
あ

り
、
８
時
間
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

•
年
齢
を
重
ね
る
と
睡
眠
時
間
は
短
く
な

り
、
眠
り
は
浅
く
な
る
の
が
普
通
で
す
。

•
寝
床
で
長
く
過
ご
し
す
ぎ
る
と
熟
睡
感
が

減
り
ま
す
。

③
快
適
な
睡
眠
の
た
め
の
環
境
づ
く
り

•
室
温
は
20
〜
22
℃
、
湿
度
は
約
50
％
程
度

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

•
照
明
器
具
や
カ
ー
テ
ン
、
窓
の
工
夫
で
静

か
さ
と
暗
さ
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

④
寝
る
前
に
自
分
な
り
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
で

快
眠
を

•
軽
い
読
書
や
音
楽
、
香
り
、
ス
ト
レ
ッ
チ

な
ど
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
し
ょ
う
。

•
自
然
に
眠
た
く
な
っ
て
か
ら
寝
床
に
つ
き

ま
し
ょ
う
。
眠
ろ
う
と
意
気
込
む
と
か

え
っ
て
逆
効
果
で
す
。

•
36
〜
39
℃
の
ぬ
る
め
の
入
浴
で
寝
付
き
を

よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
目
が
覚
め
た
ら
日
光
を
取
り
入
れ
て
、
体

内
時
計
を
リ
セ
ッ
ト

•
同
じ
時
刻
に
毎
日
起
床
し
ま
し
ょ
う
。

•
早
起
き
が
早
寝
に
通
じ
ま
す
。

•
休
日
に
遅
く
ま
で
寝
床
で
過
ご
す
と
、
翌

日
の
朝
が
つ
ら
く
な
り
ま
す
。

⑥
わ
ず
か
な
昼
寝
が
効
果
的

•
短
い
昼
寝
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

昼
休
み
に
15
分
程
度
の
昼
寝
が
効
果
的
で

す
。

•
長
い
昼
寝
や
夕
方
以
降
の
昼
寝
は
夜
の
睡

眠
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

⑦
睡
眠
障
害
は
、
早
め
に
医
師
に
相
談
を

•
睡
眠
障
害
は
「
体
や
心
の
病
気
」
の
サ

イ
ン
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
寝
付
け
な

い
」、「
熟
睡
感
が
な
い
」、「
充
分
眠
っ
て

も
日
中
の
眠
気
が
強
い
」
と
き
な
ど
は
、

ま
ず
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

•
睡
眠
中
の
激
し
い
い
び
き
や
睡
眠
時
無
呼

吸
、
足
の
む
ず
む
ず
感
も
要
注
意
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響

　

少
量
の
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
寝
付
き
を
よ
く

す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
毎
日
多
量
に
飲

用
す
る
よ
う
な
依
存
に
お
ち
い
る
と
、
寝
床

に
入
っ
て
か
ら
寝
付
く
ま
で
の
時
間
が
長
く

な
り
、
深
い
眠
り
が
減
少
し
中
途
覚
醒
が
多

く
な
り
ま
す
。ま
た
、眠
り
も
浅
く
な
り
ま
す
。

カ
フ
ェ
イ
ン
の
影
響

　

食
事
の
後
や
仕
事
の
合
間
の
コ
ー
ヒ
ー
、

紅
茶
、
緑
茶
な
ど
に
よ
る
カ
フ
ェ
イ
ン
の
摂

取
は
、
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
く
れ
る

と
と
も
に
集
中
力
を
増
し
て
く
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
カ
フ
ェ
イ
ン
に
は
睡
眠
を
妨
げ

る
強
い
作
用
が
あ
り
、
睡
眠
中
の
中
途
覚
醒

を
増
し
、
総
睡
眠
時
間
を
減
ら
し
て
し
ま
い

ま
す
。

睡
眠
を
さ
そ
う
食
べ
物

•
納
豆

•
豆
腐

•
牛
乳

•
い
わ
し

•
あ
さ
り

•
か
い
わ
れ
だ
い
こ
ん

•
し
ゅ
ん
ぎ
く

•
か
つ
お

•
さ
ん
ま

健康だより
　

寒
く
な
り
、
布
団
が
恋
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

ふ
か
ふ
か
の
暖
か
い
布
団
の
中
で
眠
り
、
ゆ
っ
く
り
身
も
こ
こ
ろ
も
休
ま
せ
、
翌
朝
気

持
ち
よ
く
目
覚
め
る
こ
と
が
で
き
た
ら
最
高
で
す
よ
ね
。
睡
眠
は
、
心
身
に
た
ま
っ
た
疲

れ
を
す
っ
き
り
と
解
消
し
て
く
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
毎
日
忙
し
く
て
、
思
う
よ
う
に
睡
眠
時
間
が
取
れ
な
か
っ
た
り
、
眠
り
が
浅

く
て
寝
不
足
気
味
に
な
っ
た
り
、
寝
つ
き
が
悪
か
っ
た
り
な
ど
で
満
足
し
て
い
な
い
人
も

多
い
よ
う
で
す
。

　

今
回
は
「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
睡
眠
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

　11月 22 日（水）に泗水会場で、11月 24 日
（金）に菊池会場で、それぞれ３歳児健診があり
ました。歯科検診の結果、むし歯がなかった子ど
もさんを紹介します。（敬称略）

歯ッピーキッズ３歳児健診時
「むし歯なし」の子

野
のなか

中勇
ゆう き

希（○泗  富の原台）

岡
おかむら

村虹
こう き

輝（○泗  福本一）

小
こばやし

林哀
あづ き

月（○泗  朝日団地）

森
もり

　前
ぜん と

斗（○泗  富の原北）

松
まつだ

田麻
ま い

衣（○泗  福本二）

馬
ば ば

場一
ひす い

瑞（○泗  富の原一）

田
たのうえ

上碧
あお い

泉（○泗  富納）

沖
おき

茄
か な み

奈美（○泗  竹の下）

後
ごとう

藤泰
たい き

輝（○泗  福本一）

今
いまづる

鶴優
ゆう か

花（○泗  竹の下）

青
あおき

木千
ちひ ろ

尋（○泗  桜山三）

髙
たかみ

見万
ま は

葉（○泗  富の原一）

北
きただ

田雅
みや び

姫（○泗  田島二）

宮
みやがわ

川大
だい き

輝（○泗  永）

溝
みぞぐち

口鈴
りん ね

音（○泗  田吹）

金
かねこ

子嵩
かざ と

怜（○泗  南住吉）

泗水会場

健
康
だ
よ
り

梅
うめだ

田拓
たく み

実（○菊  中町）

菊
きくかわ

川楓
ふう た

太（○菊  立石）

伊
いとう

藤桜
おう か

花（○菊  高野瀬）

中
なかの

野稜
りょうと

斗（○菊  高野瀬）

森
もり

　将
まさ と

斗（○菊  高野瀬）

山
やまぐち

口優
ゆう ご

梧（○菊  高野瀬）

川
かわぐち

口輝
ひか る

留（○菊  亘）

前
まえ だ

田彩
あや か

花（○菊  亘）

村
むらかみ

上日
ひ び き

々輝（○菊  下出田）

冷
ひやみず

水優
ゆう た

太（○菊  高野瀬）

仁
に き

木遥
すみ れ

玲（○菊  袈裟尾）

東
ひがし

　尚
なおゆき

幸（○菊  上木庭）

浦
うらはま

濱大
はる み

海（○菊  深川）

代表的な睡眠障害
項　目 症　状

不眠症 なかなか寝つけない。夜中に何
度も目覚めてしまう。

過眠症
夜間に十分な時間眠っているの
に、昼間の眠気が強く、日常生
活に支障をきたす。

概日リズム
睡眠障害

昼と夜のサイクルが合わなくな
る。

睡眠呼吸障害

睡眠時無呼吸症候群と言われる
もので、就寝中に 10秒以上呼
吸が止まり、一晩に数十回くり
返す。肥満が原因になることも
ある。

周期性四肢運
動障害・むず
むず脚症候群

ふくらはぎや足先がむずむずし
たり、ほてる。ぴくり、ぴくり
とけいれんして眠りを妨げる。

ねぼけ

眠っているにもかかわらず、夜
中に歩き回ったり、突然大きな
叫び声をあげる。夢で見たとお
りに行動してしまう。

●睡眠薬・・・ 医師の指示のもとで使用すれば、今
の睡眠薬は安全性が高く、快適な睡
眠が得られます。どうしても眠れな
い時には医師に相談しましょう。

資料：厚生労働省「保健指導マニュアル」質のよい睡眠ゾーン

レム睡眠浅い
レム睡眠

1

2

3

4
深い

ノンレム睡眠

22:00 24:00 2:00 4:00 6:00

睡眠のパターン 快
適
生
活
の
た
め
の
睡
眠

私
た
ち
は
、
人
生
の
相
当
の
時
間
を
睡

眠
に
あ
て
て
い
ま
す
。

　

睡
眠
の
質
を
良
く
す
る
こ
と
は
、
毎

日
の
生
活
の
質
を
高
め
、
快
適
な
生
活

が
送
れ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

充
実
し
た
健
康
的
な
毎
日
を
過
ご
す

た
め
に
も
、
働
く
世
代
の
睡
眠
７
カ
条

を
自
分
の
生
活
に
合
わ
せ
て
実
践
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

菊池会場

　

甘
い
も
の
を
控
え
る
こ
と
、
歯
み
が
き
を
す
る
こ
と
、
歯

を
強
く
す
る
こ
と
、
定
期
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
む
し
歯
を

予
防
す
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
む
し
歯
ゼ
ロ
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

睡
眠
豆
知
識

「
質
の
よ
い
眠
り
」
と
は

体
内
時
計

働
く
世
代
の
睡
眠
７
カ
条

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課
健
康
推
進
係　

☎（
25
）１
１
１
１
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新着図書情報

薄闇シルエット 角田光代　著
　ハナは下北沢で古着屋を経営している 37歳。
ある日、十年来の付き合いの恋人から結婚を迫
られたことをきっかけに、恋愛と仕事について
模索していくことになり・・・。生き惑う女性
の心情を切々と綴る長編小説。

異常気象売ります 上・下
シドニィ・シェルダン　著

　世界を襲う異常気象。世界各地で同時多発的に事故死しする
科学者たち。極貧の中からスターの座を勝ち取る美女。美女を
射留める醜悪な小男・・・。シドニィ・シェルダンが放つ現代
の黙示録。巨悪に立ち向かう女性２人組の運命は？

死顔  吉村　昭　著
　自らの死を自覚して延命治療を拒んだ著者が、遺書のように
書き残した短篇集。自らの最後とも符号する表題作など、全５
篇を収録する。闘病と最後の刻を夫人・津村節子がつづる「遺
作について」を併録。 

きみを想う瞬間
ジャクリーン・ミチャード　著

　きみを失うなんて考えたこともなかった。最
後のクリスマス・イブ、ぼくはきみに何を伝え
ればよいのだろうー。突然、脳出血に見舞われ、
12時間後に死にゆく妻。その時夫は、そして
娘たちは・・・。切なくも悲しい愛の物語。

北前船の事件 平岩弓枝　著
　谷中・感応寺境内で、越後出身の水主ではないかと思われる
殺人死体が見つかった。その直後、南町奉行・根岸肥前守の侍
女お鯉が、忽然と消えた。かくして、新八郎は越後に向かった
のだが・・。「はやぶさ新八御用旅」シリーズ。

通天閣 西加奈子　著 
　夢を失いつつ町工場で働く中年男と、恋人に見捨てられそう
になりながらスナックで働く若い女。ふたりは周りの喧騒をよ
そに、さらに追い込まれていく。しかし、通天閣を舞台に起こっ
た大騒動がふたりの運命を変えることに・・・。

僕僕先生 仁木英之　著
　退屈している暇はない！不老不死にも飽きた辛辣な美少女仙
人“僕僕”と、まだ生きる意味を知らない弱気なニート青年“王
弁”が、５色の雲と駿馬を走らせ、天地陰陽を駆け抜ける！「日
本ファンタジーノベル大賞受賞（第 18回）」

愛国の作法 姜尚中　著
　複雑な国際関係の中、今、日本国民は、憲法、歴史とどう向
き合うべきなのか。声高な愛国論で何が損なわれるのか。日本
と韓国、ふたつの「祖国」のはざまから鋭い問題提起を続けて
いる政治学者が贈る、この国の正しい愛し方。

君を守りたい いじめゼロを実現した公立中学校の秘密
中嶋博行　著

　公立中学校が実践した「君を守り隊」の驚くべき成功をはじめ、
いじめ撲滅の即効的かつ具体的な解決法が満載。犯罪被害者問
題の第一人者でもある現役弁護士・作家が世に問う、画期的な「い
じめ消滅」の実践本。

アルジャジーラとメディアの壁
石田英敬　中山智香子　著

　「帝国」の情報秩序に、果敢なジャーナリズ
ムで介入する砂漠のテレビ。イメージと戦争の
倒錯を超えて、「爆撃される側」の現実を伝え、
アラブと世界に訴える。「テロとの戦争」の真
実と、情報とイメージの地政学。

天と地の守り人 第１部
上橋菜穂子　作、二木真希子　絵

　行方不明の新ヨゴ皇国皇太子チャグムを救出すべく、女用心
棒バルサはひとり、ロタ王国へとむかう・・・。「精霊の守り人」
にはじまった壮大な物語の最終章、３部作の第１弾。

百まいのドレス エレナー・エスティス　作
 いつも同じ服を着ているワンダが「あたし、ドレスを 100まい
持ってる」と言っても、だれも信じませんでした・・・。どん
なところでも、どんな人にも起こりうる差別の問題を、むずか
しい言葉を使わずに描いた、アメリカの名作。

きみへのとくべつなおくりもの
デイビット・ウェンゼル　絵

マックス・ルケード　作
　木ぼりの小人ウイミックたちのもとに、あ
る朝不思議なおくりものが届けられた。それ
ぞれぴったりのおくりものに、みんな大喜び。
でも、いったいだれが、何のために？

およぎたいゆきだるま くぼりえ　作・絵   
　海を知らない雪だるま。海に行って見たくて泣き出しました。
雪の涙が地面に落ちると、あたりは突然夏の海になって・・・。
筋力が低下するという難病を抱えた著者が描き上げた伸びやか
で色鮮やかなファンタジー。

絵本の中のおいしいスープ 東條真千子　著
　「銀河鉄道の夜」や「クマのプーさん」「ぐりとぐら」など、
子どもの頃に親しんだ絵本に登場したスープのレシピをご紹介。
かぼちゃやポテト、肉だんごなど、子どもと一緒に読んで、作っ
て、食べたいスープが満載です。

ぼくと１ルピーの神様
ヴィカス・スワラップ　著、子安亜弥　訳
　クイズ番組で史上最高額の賞金を手に入れた
少年ラム。警察は孤児で学校にも通っていない
彼に答えられるはずがないと詐欺の疑いで逮捕。
インドの過酷な現実を題材に、幸運を呼ぶ１枚
のコインを頼りに強く生きる少年の姿を描いた
物語。

女たちの江戸開城 植松三十里　著
　慶応４年、戦いに敗れた 15 代将軍慶喜が江戸へ逃げ帰って
来た。慶喜から朝廷との仲介を頼まれた皇女和宮の密命を受け、
大奥の土御門藤子は、京へ向かう。残された日記を基に描かれ
た女たちのドラマとは。

泗水図書館

中央公民館図書室

ねずみ女房 ルーマー・ゴッデン　作
　小さなねずみの女房は他のねずみと違っていた。捕らわれた
ハトと出会って、知らない世界の存在に気がついたからだ。自
由を知り、憧れ、そして不遇な彼（ハト）を想う。ついには渾
身の力で彼を救い出すのだが・・・。美しい魂の輝きが伝わっ
てくる物語。

図
書
だ
よ
り

問い合わせ先
   中央公民館図書室　☎（25）1672
   七城公民館図書室　☎（25）1580
   旭志公民館図書室　☎（37）3111　内線 303
   泗水図書館　　　　☎（38）6866

耳より情報 １月の予定
中央公民館
図書室

七城公民館
図書室

旭志公民館
図書室 泗水図書館

１ 月 閉室日 閉室日 閉室日 休館日

２ 火 閉室日 閉室日 閉室日 休館日

３ 水 閉室日 閉室日 閉室日 休館日

４ 木 休館日

５ 金

６ 土 閉室日

７ 日 閉室日 閉室日 閉室日

８ 月 閉室日 閉室日 閉室日 休館日

９ 火

10 水

11 木

12 金

13 土 閉室日
おはなしかい
11:00～

14 日 閉室日 閉室日 閉室日

15 月 閉室日 休館日

16 火

17 水

18 木

19 金

20 土 閉室日
古典を楽しむ会
14:00～

21 日 閉室日 閉室日 閉室日
お楽しみ会
14:00～

22 月 休館日

23 火

24 水

25 木

26 金

27 土

きくちおはな
しのもり
おはなし会
10:30 ～

閉室日
おはなしかい
11:00～

28 日 閉室日 閉室日 閉室日

29 月 休館日

30 火

31 水 休館日

　

こ
の
本
を
読
ん
で
み
る
と
、

自
分
が
強
く
な
っ
た
気
分
に

な
り
ま
す
。

　

最
初
は
弱
く
て
泣
き
虫

だ
っ
た
男
の
子
、
ラ
チ
を
ラ

イ
オ
ン
が
強
く
し
て
あ
げ
る

お
話
で
す
。

　

そ
ん
な
ラ
チ
は
、
大
人
に

な
っ
た
ら
ひ
こ
う
し
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
み
ん
な
は
「
な
き
む

し
な
ん
か
、
ひ
こ
う
し
に
な

る
の
は
む
り
だ
」
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

　

ラ
チ
に
は
す
き
な
絵
が
あ

り
ま
し
た
。
ラ
イ
オ
ン
の
絵

で
す
。
次
の
朝
、
ち
い
さ
な

赤
い
ラ
イ
オ
ン
が
そ
ば
に
い

て
ラ
チ
は
「
き
み
は
、
な
ん

の
や
く
に
も
た
た
な
い
じ
ゃ

な
い
か
」
と
い
い
ま
し
た
。

ラ
イ
オ
ン
は
お
こ
っ
て
、
ラ

イ
オ
ン
の
す
ご
い
と
こ
ろ
や

体
操
を
見
せ
た
り
し
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
散
歩
に
出
か
け

た
２
人
は
、
泣
い
て
い
る
女

の
子
に
会
っ
て
、
こ
わ
い
犬

の
横
を
一
緒
に
手
を
つ
な
い

で
通
っ
て
あ
げ
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
き
っ
か
け
で
ラ
チ

は
、
こ
わ
か
っ
た
暗
い
と
こ

ろ
も
平
気
に
な
り
、
ボ
ー
ル

を
取
ら
れ
た
友
達
を
助
け
た

り
し
て
強
く
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　
「
ラ
イ
オ
ン
く
ん
。
き
み

が
い
た
か
ら
ラ
チ
は
つ
よ
く

な
れ
た
と
お
も
う
よ
」
こ
の

本
を
読
む
と
、
み
ん
な
も
勇

気
が
で
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

私
の
推
薦

ラ
チ
と
ラ
イ
オ
ン

マ
レ
ー
ク
・
ベ
ロ
ニ
カ　

ぶ
ん
・
え

佐
さとう

藤ゆきさん
（七城小３年）

カルタ遊びや懐かしいあそび
　１月 21日（日）午後２時からのお楽しみ会では、
カルタ遊びや懐かしいあそびをします。
　皆さんの参加待ってます。（泗水図書館）

グループ藍写真展
期間：１月７日（日）～１月 30日（火）
　後世に残したい熊本の風景をテーマにした「グ
ループ藍」の写真を展示します。
　ぜひ、一度ご覧ください。（泗水図書館）

鏡開きって ?
　１月 11日（木）は年神様（としがみさま）にお
供えしていた鏡餅を下ろして、お雑煮やおしるこに
入れて食べる正月の行事の日です。
　この餅を食べることで、新しい年を元気に生きて
いくための強い力を、神様からわけてもらえると考
えられていたそうです。刃物を使わないで、手で割
り開くしきたりから「鏡開き」というようになった
と伝えられています。

小正月
　１月１日の「大正月」に対して呼ばれます。
　１月 15日（月）小正月の行事には、農作業に関
係したものが多くみられ、餅花や繭玉を飾って豊作
を願って祝ったり、「どんど焼き」など火を燃やし
て病気や災害のないことを願うものがあり、全国各
地にそれぞれの形で残っているそうです。（中央公
民館図書室）

こわいものしらずのジャン
アラン・メッツ　さく

　こねずみのジャンは、夜、電気もつけずひ
とりでおしっこできるし、高い木の上も、ラ
イオンだってへっちゃら。ある日、スズメバ
チに刺された暴れゾウがやってきた。みんな
は怖くて逃げ出したのだが・・・。

空白の叫び 貫井徳郎　著
　工藤・葛城・神原の三人は、どこにでもいる「ふつうの少年」。
しかし、それぞれ殺人を犯し、少年院で出会う。卒院し、別々
の道を歩み始めた三人だが、新たな犯罪に手を染めようとして
いた・・・。少年法改正以前を舞台にした、登場人物の悲痛な
叫びが胸に迫る長編ミステリー。
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広
報
文
芸
き
く
ち

手
抜
き
な
ど
許
さ
ぬ
夫
の
冬
仕
度 

藤
本
ア
ツ
子

一
陣
の
風
が
連
れ
来
し
初は

つ

し
ぐ
れ 

藤
本　

邦
治

機き
と
う灯
い
ま
着
陸
姿
勢
十
三
夜 

坂
本
ま
つ
え

吊つ
り
は
し橋
の
一
歩
一
歩
に
秋
の
風 

服
部　

静
子

秋あ
き
お
お
ぎ扇
閉を

ず
る
が
如ご

と

く
逝ゆ

か
れ
し
と 

五
丁　

義
昭

今
年
来
し
は
若
き
姿
の
尉

じ
ょ
う
び
た
き鶲 

村
山　

数
恵

久ひ
さ

に
訪と

へえ

ば
友
の
も
て
な
す
菊
な
ま
す 

寺
本　

和
子

し
ぐ
れ
空ぞ

ら

け
ふ
の
日
暮
れ
の
な
ほ
迅は

や

し 

内
村　

泊
虹

も
み
じ
の
木
ト
ン
ネ
ル
み
た
い
に
続
い
て
る

（
中
一
）
渡
辺　

一
史

自
転
車
で
後

う
し
ろ

に
消
え
る
白
い
息

（
中
一
）
渡
辺　

大
寿

全
然
違
う 

は
よ
デ
ジ
タ
ル
に
替
え
な
っ
せ  

水　

光

む
げ
え
も
ん 

婦
唱
夫
随
て
言
わ
れ
と
る 

 

三　

水

む
げ
え
も
ん 

年
金
は
下
げ
税
は
上
げ 

 

左　

党

別
れ
し
な 

慌
て
て
土
産
渡
さ
し
た 

 

英　

坊

む
げ
え
も
ん 

生
き
た
魚
ば
さ
ば
き
よ
る 

 

五　

女

む
げ
え
も
ん 

医
者
と
く
す
り
が
放
さ
れ
ん  

江　

彩

別
れ
し
な 

よ
か
気
に
さ
す
る
店
の
マ
マ 

 

美　

由

別
れ
し
な 

チ
ク
リ
と
針
ば
刺
し
と
か
す 

 

千　

笑

全
然
違
う 

こ
る
が
外
車
の
乗
り
心
地 

 

乗　

仏

勿
体
無
ァ 

期
限
過
ぎ
た
ら
す
ぐ
捨
て
る 
 

三　

代

別
れ
し
な 

も
う
来
な
す
な
て
の
た
も
う
た  

好　

茶

登
り
ゆ
く
山
路
の
杉
に
高
き
よ
り
赤
色
数
個
の
烏
瓜
垂
る

 

下
川　

つ
ぎ

う
す
紅
に
樹
陰
染
め
ゐ
る
山
茶
花
の
花
び
ら
踏
み
つ
つ
鶺

鴒
あ
る
く 

堀　
　

甲
子

遅
植
え
で
諦
め
ゐ
た
り
さ
つ
ま
芋
掘
れ
ば
真
紅
の
肌
な
し

出
て
く
る 

木
下　

陽
子

落
日
は
山
も
川
も
野
も
吾
も
茜
に
染
ま
る
秋
の
夕
暮
れ

 

斉
藤　

芳
子

落
ち
葉
掻
く
そ
ば
え
の
庭
に
蒲
公
英
の
盛
り
の
黄
花
が
手

を
休
ま
す
る 

吉
間　

充
子

日
照
り
つ
づ
き
枯
死
寸
前
の
沈
丁
花
晩
秋
の
陽
射
し
が
追

い
討
ち
か
く
る 

森　
　

道
子

「
ど
う
で
す
か
」
と
待
合
室
で
名
も
知
ら
ぬ
声
を
掛
け
く

る
隣
人
ゆ
か
し 

岩
崎　

清
継

連
な
り
て
九
重
大
橋
渡
り
間
は
紅
葉
愛
で
る
ゆ
と
り
な
ど

無
し 

岩
崎　

照
代

山
宿
の
臥
床
に
せ
せ
ら
ぐ
音
の
奥
か
じ
か
鳴
く
声
確
か
に

聞
こ
ゆ 

岩
津　

涼
子

北
狐
の
足
に
ま
つ
わ
る
秋
の
旅 

中
尾
ヨ
シ
コ

こ
の
谷
の
奥
に
平
家
の
里
紅
葉 

芹
川　

蓉
子

お
し
み
な
く
夕
日
は
包
む
櫨
紅
葉 
出
田
み
と
り

子
供
達
宮
の
ぶ
ら
ん
こ
秋
の
風 
郷　

ミ
ヤ
子

峡
ぐ
ら
し
田
畑
耕お

こ

し
て
冬
に
入
る 

芹
川
の
り
子

裏
年
も
残
し
て
お
く
や
木
守
柿 

水
谷　

ミ
ネ

ひ
こ
ば
え
も
雨
に
生
き
づ
く
刈
田
か
な 

東　
　

芳
子

山
道
に
木
の
実
し
ぐ
れ
て
小
鳥
呼
ぶ 

中
山　

栄
子

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会　

11
月
例
会

肥
後
狂
句
水
笑
会　

11
月
例
会

七
城
短
歌
会　
　
　

11
月
詠
草

旭
志
文
芸
俳
句
会　

11
月
詠
草

時
か
け
て
菊
の
蕾
の
ほ
ぐ
れ
く
る
虚
ろ
な
吾
に
問
ひ
か
く

る
ご
と 

岩
木　

妙
子

雀
ら
の
軒の

き
ば端
に
遊
ぶ
影
し
る
く
声
さ
は
や
か
に
カ
ー
テ
ン

透
す 

岩
永　

典
子

文
教
の
神
と
ぞ
仰
ぐ
重
朋
公
み
ち
び
き
給
へ
短
歌
の
道
を 

 
氏
岡　

百
枝

甲
子
園
の
ヒ
ー
ロ
ー
も
ゐ
て
賑
は
え
り
学
校
田
の
案
山
子

軍
団 

梅
田　

昭
子

礼ら
い

拝
堂
よ
り
「
光
の
子
よ
」
と
歌
声
の
と
ほ
り
て
ひ
び
く

秋
の
深
み
に 

古
賀　

勝
士

廃
村
に
ひ
か
り
降
り
つ
つ
子
ぎ
つ
ね
に
人
を
恐
る
る
気
配

も
あ
ら
ず 

怒
留
湯
健
蓉

集
ひ
た
る
は
ら
か
ら
七
人
五
百
歳
つ
つ
し
み
申
す
い
ま
父

母
上
に 

村
上　

咲
江

白
萩
の
残
り
の
花
も
攫
ひ
ゆ
く
分
野
一
迅
打
つ
手
も
あ
ら

ず 

山
下　

菊
代

鉛
筆
に
て
奥
の
細
道
な
ぞ
り
ゆ
く「
出
か
け
な
い
症
候
群
」

の
わ
れ
の
一
刻 

山
代　

静
子

こ
こ
ち
よ
い
秋
の
陽
ざ
し
に
眠
る
犬
大
き
い
株
に
陣
取
り

な
が
ら 

余
語
や
す
子

老
桜
に
た
つ
た
一
つ
の
返
り
花 

田
中　

美
智

心
に
も
一
つ
の
節
目
冬
に
入
る 

吉
井　

綾
子

影
も
ま
た
透
き
と
ほ
り
た
る
冬
の
水 

北
村　

君
子

初
鴨
の
真ま

つ
新さ

ら

な
水
尾
引
き
に
け
り 

丸
山
美
代
子

赤
々
と
大や

ま
と和
の
国
の
紅
葉
か
な 

岩
木　

敬
治

庭
の
柚
子
ち
ぎ
り
て
搾し

ぼ

る
朝
厨

く
り
や 

打
出　
　

貞

見
上
げ
ゐ
る
頬
の
染
ま
り
し
冬
紅
葉 

野
中　

公
枝

偲し
の

び
つ
ゝ
は
や
一
と
昔
石つ

わ蕗
の
花 

隈
部　

輝
子

初
ま
り
は
蕾
の
多
き
菊
人
形 

田
島　

房
子

未ま

だ
沼
に
落
ち
着
か
ぬ
ら
し
鴨
一
陣 

加
藤　

妙
子

夕
映
え
に
更
に
燃
え
ゐ
る
紅
葉
か
な 

北
村　

妙
子

初
し
ぐ
れ
う
れ
し
き
朝
で
あ
り
に
け
り 

平
山　

邦
子

新
年
会 

今
年
の
抱
負
語
り
合
い 

小
川　

繁
美

心
細
さ 

あ
な
た
の
居
な
い
夜
は
嫌 

荒
木　

玄
海

新
年
会 

弱
音
吐
き
よ
る
胃
肝
臓 

狩
野　

本
六

心
細
さ 

年
金
か
じ
ら
る
る
ば
か
り 

高
倉　

新
米

と
ん
と
つ
ま
ら
ん 

息
子
は
嫁
の
言
わ
る
ご
つ 
太
田　

雄
三

新
年
会 

キ
レ
イ
ど
こ
ろ
も
呼
う
で
あ
る 
須
藤　

新
生

心
細
さ 

話
相
手
は
猫
一
人 

窪
田　

明
徳

雨
の
晩 

そ
っ
と
裏
か
ら
来
て
は
い
よ 

藤
野　

清
子

と
ん
と
つ
ま
ら
ん 

手
も
握
ら
ず
に
お
帰
っ
た 

北
村　

竹
刀

雨
の
晩 

阿
蘇
は
今
頃
雪
だ
ろ
か 

光
堀　

善
教

と
ん
と
つ
ま
ら
ん 

強
盗
に
で
ん
吠
え
ん
犬 

藤
由　

藤
紫

受
験
生 

親
は
や
き
も
き
す
る
ば
か
り 

安
武　

二
山

ド
ラ
イ
ブ
に
好
み
て
履
き
し
亡
き
夫
の
靴
捨
て
難
く
し
み

じ
み
一
人 

平
嶋
き
く
え

広
辞
苑
に
知
識
求
め
し
日
も
遥
か
老
い
に
は
重
き
が
双
掌

に
余
る 

福
原
美
智
子

桃
栗
三
年
柿
八
年
柚
子
二
十
年
と
ふ
ま
さ
に
柚
子
な
り
色

づ
き
の
見
ゆ 

藤
本
の
り
子

秋
長
け
て
流
れ
澄
み
た
る
町
川
に
白
鷺
膨
れ
水
鳥
走
る

 

吉
安　

永
子

神
風
連
ゆ
か
り
あ
る
楠
ま
む
か
い
に
そ
よ
ぎ
を
仰
ぐ
入
院

の
窓 

内
田
つ
ね
代

十
数
年
着
ら
ぬ
着
物
の
宝
物
秋
空
つ
づ
き
に
今
日
は
虫
干

し 

大
島　

き
と

賑
や
か
に
囀
づ
る
雀
吾
が
庭
の
大
木
樫
の
ふ
と
こ
ろ
の
中

 

宮
本　

峯
子

大
鯛
の
塩
焼
ほ
ぐ
す
箸
い
く
つ
歌
声
つ
ゞ
き
秋
の
夜
は
更

く 

髙
藤
タ
ツ
ノ

赤
と
黄
の
莟
に
花
を
連
想
し
た
れ
と
話
そ
う
菊
と
話
そ
う

 

長
尾
は
る
み

菊
池
短
歌
会　
　
　
　

11
月
詠
草

万
句
の
里
俳
句
会　

11
月
句
会

肥
後
狂
句
桜
会 

例
会
入
選
句
集
よ
り

泗
水
短
歌
会　
　
　

11
月
詠
草

広
報
文
芸
き
く
ち
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION

菊池市役所　☎（25）1111

問い合わせ

七城総合支所　☎（25）1000
旭志総合支所　☎（37）3111
泗水総合支所　☎（38）2111

本　　庁

総合支所

１月15日号は休刊します

●ＢＣＧ
と　き　１月 18日（木）
　　　　午後１時 30分～午後２時
ところ　菊池市文化会館
対象者　生後３カ月以上６カ月未満の乳児

１月の予防接種
問い合わせ先　健康推進課健康推進係

　月：乳幼児に熱が出た時には？
　火：骨粗鬆症の新しい知識
　水：こむらがえり
　　　（からすまがり）
　木：入れ歯をはめる際、
　　　障害となる
　　　骨のでっぱりについて
　金：寒冷じんましん
土日：性交時の痛みについて

１月の　　　　　健康情報
☎096（385）3300 （24時間）

モシモシモシモシモシモシ

　

今
回
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
実
施
し
て

い
る
、
介
護
保
険
以
外
の
在
宅
サ
ー

ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

●
ふ
れ
あ
い
ヘ
ル
パ
ー
サ
ー
ビ
ス

　

基
本
的
な
生
活
習
慣
を
習
得
す
る

た
め
の
支
援
、
家
事
の
援
助
な
ど
を

行
い
ま
す
。

対
象
者　

次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当

す
る
人
。

① 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
一
人
暮
ら

し
ま
た
は
高
齢
者
世
帯
の
人
。

② 

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
な

い
人
。

③ 

身
体
が
虚
弱
等
の
た
め
に
日
常
生

活
を
営
む
の
に
支
障
の
あ
る
人
。

料　

金　

１
時
間
あ
た
り
１
５
０
円

● 

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
）

　

バ
ス
で
送
迎
し
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
昼
食
・
入
浴
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
ま
す
。

対
象
者　

次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当

す
る
人
。

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
。

② 

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
な

い
人
。

③
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
人
。

場　

所

•
菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
各
支

所
）

•
清
泉
（
七
城
町
）

•
泗
水
苑
（
泗
水
町
）

利
用
回
数　

週
１
回
程
度

料　

金　

１
回　

６
０
０
円

●
ふ
れ
あ
い
喫
茶

　

カ
ラ
オ
ケ
・
将
棋
・
ゲ
ー
ム
な
ど

を
楽
し
む
交
流
の
場
で
す
。
特
に
申

請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

場　

所

　

菊
池
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

３
・
４
階
（
徳
永
耳
鼻
科
医
院
跡
）

利
用
時
間

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

料　

金　

無
料

●
配
食
サ
ー
ビ
ス

　

心
身
の
障
害
お
よ
び
傷
病
な
ど
の

理
由
に
よ
り
、
調
理
が
困
難
な
人
に

対
し
て
訪
問
し
、
昼
食
（
お
弁
当
）

を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
利
用
者
の

安
否
を
確
認
し
ま
す
。

対
象
者　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
。

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
一
人
暮
ら

し
ま
た
は
高
齢
者
世
帯
の
人
。

②
身
体
障
害
者
の
み
の
世
帯
ま
た
は

身
体
障
害
者
の
属
す
る
世
帯
で
市

長
が
必
要
と
認
め
る
人
。

回　

数

　

回
数
は
身
体
状
況
お
よ
び
生
活
環

境
を
考
慮
し
た
上
で
決
定
し
ま
す
。

料　

金　

１
食　

２
０
０
円

●
緊
急
通
報
装
置

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
一
人
暮
ら
し

ま
た
は
高
齢
者
世
帯
に
対
し
、
急
病

や
災
害
等
緊
急
時
に
ボ
タ
ン
を
押
す

と
連
絡
が
で
き
る
装
置
を
設
置
し
ま

す
。

●
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス

•
火
災
警
報
器
・
自
動
消
火
器
・
電

磁
調
理
器
な
ど
の
貸
し
付
け
。

•
低
所
得
者
で
電
話
を
お
持
ち
で
な

い
人
へ
の
高
齢
者
用
電
話
の
貸
し

付
け
。

•
介
護
保
険
で
要
介
護
４
ま
た
は
５

と
認
定
さ
れ
た
市
町
村
民
税
非
課

税
世
帯
の
在
宅
高
齢
者
を
介
護
し

て
い
る
家
族
の
人
へ
の
介
護
用
品

（
オ
ム
ツ
な
ど
）
の
支
給
。

問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
課

 

シ
リ
ー
ズ
⑤ 

こ
ん
に
ち
は「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」で
す

在
宅
高
齢
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

菊池市地域包括支援センター 嘱託職員募集

　現在、400ml 献血の需要が大変大きくなっ
ており、基準を満たしている人には、400ml
の献血をお願いしています。また、服薬につ
いても基準が若干変更になっており、薬を飲
んでいる人でも、献血をお願いできる場合が
あります。皆さんのあたたかいご協力をお願
いします。
　平成 16年 10 月から献血の安全性向上の
ため、運転免許証やパスポートなどの身分証
明証による本人確認をお願いしています。趣
旨をご理解の上、ご協力をお願いします。
　また、献血カードを持っている場合は、一
緒に持参してください。
問い合わせ先　健康推進課健康推進係

と　き　１月22日（月）
　　　　・午前９時30分～午前11時
　　　　・正午～午後４時
ところ　菊池市役所正面玄関前
内　容　200ml・400ml献血

献血のご協力をお願いします

内　容
　介護保険制度で要支援１・２と認定され
た人のケアプラン作成等、ケアマネージメ
ント業務
資格要件
　介護支援専門員、保健師、訪問看護など
の経験のある看護師
募集人員　２人

勤務先　菊池市役所地域包括支援課
勤務日数
　月に概ね 120時間（週 30時間程度）
報　酬　月額 134,000 円
申し込み方法
　１月 19日（金）までに、履歴書を地域
包括支援課へ提出してください。
問い合わせ先　地域包括支援課

こんな経験ありませんか？
■新しく入れ歯を作ったが、「よくかめない」、「痛い」、「あ
わない」で、結局古い入れ歯を何年も使っている。

■新しい入れ歯は、コレクションができるくらい持ってい
るが、どれも使えない。

■入れ歯をはめると、物が食べられないから、人と会う時
だけはめている。
　歯を失ったとしても、入れ歯を入れることにより、口の
機能を維持できます。

入れ歯を装着する目的
•食べ物をかむことができるようにする
•発音がはっきりする
•顔のつくりを整える
　入れ歯を入れてかみしめることができると、転びそうに
なっても踏ん張ることができ、転倒を予防できます。

入れ歯の取り扱い方
•就寝前には、入れ歯を口からはずして歯ぐきを休めまし
ょう。
•はずした入れ歯は、コップやプラスチック容器に入れ、
入れ歯全体が十分に浸るように水を入れてください。入
れ歯が変形することがあるので、あまり熱いお湯（60
℃以上）に浸けないでください。また、はずした入れ歯
を、ちり紙やハンカチに包んだまま保管しないようにし
ましょう。
•入れ歯は舌や唇でいたずらにはずしたりしないようにし
ましょう。
•入れ歯が合わない時に、自分で削ったり、バネを動かし
たり、曲げたりしないようにしましょう。必ず歯科医院
を受診しましょう。

食　事
•初めて入れ歯を入れた時には、異物感がある、発音がし
にくい、食べ物が上手に食べられないなどの理由で、は
ずしたくなることもあるかもしれません。しかし、少し
ずつ慣れて食事ができるようになります。最初のうちは
硬い物、噛み切りにくいものはさけて、軟らかい食べ易
い物からだんだんに慣らしていくようにしてください。
•餅、飴、チューイングガムなど、歯に粘りつく物を食べ

る時は、十分な注意が必要です。入れ歯がはずれてしま
うことがあります。食べ物と一緒に入れ歯を飲み込まな
いように、特に高齢の場合は注意してください。餅など
を食べる時には、小さく切って食べるなど、気をつけま
しょう。

清掃法
•入れ歯は毎食後取りはずして、入れ歯用ブラシや歯ブラ
シで磨きましょう。

•市販の歯磨き剤は使用しないでくだ
さい。
　入れ歯専用の歯磨き剤を使用してく
ださい。
※研磨剤が含まれているため、細かい
傷がついて、そこから細菌が入り込んだりします。
•入れ歯を清潔に保つために、週
に２～３回の入れ歯洗浄剤の使
用も効果があります。朝、洗浄
液から取り出したあとは、流水
下で十分すすぎましょう。

　入れ歯は、新しく作ってもすぐに噛めるようになるわけ
ではありません。慣れるまで時間がかかる場合もあります。
　入れ歯で食事ができるようになるまで根気よく歯科医院
に通いましょう。入れ歯が合わない、噛むと痛い場合など
は、無理に使用せず歯科医師に相談しましょう。
　また、調子が良くても、年に一度はかかりつけ歯科医に
みてもらいましょう。

▲土手（内側）のところ ▲広い部分 ▲歯のところ

▲バネのところ ▲バネがかかっている
　歯と周り

▲残っている歯

お口の健康シリーズ⑤ 入れ歯の話 問い合わせ先 地域包括支援課
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

「
ひ
と
り
親
家
庭
等
日
常

生
活
支
援
事
業
」
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す

効　

果

•
内
も
も
の
筋
肉
が
伸
ば
さ
れ
ま
す
。

•
左
右
バ
ラ
ン
ス
よ
く
座
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

•
あ
ぐ
ら
を
楽
に
か
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

き
く
筋

　

も
も
の
内
側
の
筋
肉

注
意
点

•
床
に
座
り
、
足
の
裏
を
合
わ
せ
手

で
膝
を
床
の
方
へ
押
し
ま
す
。

•
へ
そ
を
前
に
出
す
よ
う
に
、
骨
盤

を
ま
っ
す
ぐ
に
起
こ
し
体
を
前
に

倒
し
ま
す
。

•
こ
の
体
操
が
き
つ
い
人
は
足
を
組

ん
だ
り
、
手
で
つ
ま
先
を
持
っ
て

行
い
ま
し
ょ
う
。

※
「
長
寿
き
く
ち
ゃ
ん
体
操
指
導
者

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
よ
り
抜
粋

体
操
を
無
理
な
く
行
う
た
め
に

•
血
圧
の
高
い
人
や
安
静
時
の
脈
拍

の
多
い
人
、
運
動
を
制
限
さ
れ
て

い
る
人
は
医
師
に
相
談
し
て
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。

•
ど
う
き
・
息
切
れ
が
あ
っ
た
り
、

体
調
不
良
の
時
は
、
休
み
ま
し
ょ

う
。

•
必
ず
準
備
体
操
、
整
理
体
操
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

•
痛
み
が
強
く
な
ら
な
い
程
度
で
行

い
ま
し
ょ
う
。

•
適
度
な
休
憩
や
水
分
を
取
り
な
が

ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

体
操
を
効
果
的
に
行
う
た
め
に

•
必
ず
大
き
な
声
で
数
を
数
え
ま

し
ょ
う
。

　
（
息
を
止
め
て
行
う
と
血
圧
が
上

が
っ
た
り
、
疲
れ
が
残
り
や
す
く

な
り
ま
す
。）

•
無
理
を
し
な
い
範
囲
で
行
い
ま

す
。

•
動
い
て
い
る
（
伸
ば
し
て
い
る
、

力
を
い
れ
て
い
る
）
筋
肉
を
意
識

し
て
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
包
括
支
援
課

　

介
護
保
険
制
度
で
要
介
護
に
認
定

さ
れ
た
高
齢
者
な
ど
が
、
所
得
税
の

確
定
申
告
や
市
県
民
税
の
申
告
の
際

に
、
税
控
除
を
受
け
る
た
め
の
証
明

書
を
発
行
し
ま
す
。

障
害
者
控
除

　

要
介
護
に
認
定
さ
れ
た
65
歳
以
上

の
人
に
、
基
準
（
寝
た
き
り
度
・
認

知
度[

日
常
生
活
の
自
立
度]

）
に

応
じ
て
、
お
お
む
ね
、
要
介
護
の
軽

度
（
１
〜
３
）
の
人
は
障
害
者
と
し

て
、
重
度
（
４
〜
５
）
の
人
は
特
別

障
害
者
と
し
て
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
を
交
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
６

級
、
精
神
障
害
者
保
険
手
帳
１
〜
３

級
を
持
っ
て
い
る
人
は
手
続
き
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

　

要
介
護
に
認
定
さ
れ
た
、
お
む
つ

代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が
２

年
目
以
降
の
人
の
場
合
、
平
成
18
年

中
に
作
成
さ
れ
た
日
付
・
寝
た
き
り

度
・
尿
失
禁
の
有
無
が
記
載
さ
れ
た

主
治
医
意
見
書
を
確
認
し
て
確
認
書

を
交
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

生
き
が
い
推
進
課
介
護
保
険
係

さ
あ
、
始
め
よ
う
!

長
寿
き
く
ち
ゃ
ん
体
操

シ
リ
ー
ズ
④

内
も
も

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
母
さ
ん
、
お

父
さ
ん
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
で

悩
ん
で
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

今
回
、
菊
池
郡
市
母
子
寡
婦
福
祉

連
合
会
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
お

母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
を
対
象
に
家
事

や
育
児
の
一
般
的
な
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
や
家
事
サ

ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
す
る
「
ひ
と
り

親
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
」
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
知
っ
て
、

安
心
で
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
を
送
り

ま
し
ょ
う
。

　

一
般
の
人
の
参
加
も
大
歓
迎
で

す
。

と　

き　

１
月
21
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分　

受
付

　

午
前
10
時
20
分　

説
明

と
こ
ろ　

菊
池
市
福
祉
会
館

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
郡
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　

会
長　

宮
田
美
野
枝

　

☎
０
９
０
（
７
４
４
１
）
３
３
８
９

　

ま
た
は

　

菊
池
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　

会
長　

内
村
八
千
代

　

☎
０
９
０
（
３
８
８
３
）
１
１
５
２

　

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
が
、
生
涯
設

計
を
踏
ま
え
て
就
職
に
あ
た
っ
て
の

参
考
と
し
、
ま
た
は
安
心
し
て
充
実

し
た
生
活
を
送
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

入
場
無
料
で
、
申
し
込
み
も
不
要

で
す
の
で
、
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

時
期
・
会
場

●
県
北
会
場

と　

き　

１
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ

　

合
志
市
中
央
公
民
館
大
会
議
室

（
合
志
市
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ヴ
ィ
ー

ブ
ル
」
内
）

○
県
南
会
場

と　

き　

２
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ

　

八
代
市
厚
生
会
館
大
会
議
室

（
八
代
市
西
松
江
城
町
１
‐
47
）

内　

容

•
講　

演

　

ひ
と
り
親
家
庭
の

　
「
あ
ん
し
ん
」
生
活
設
計

•
講　

師

　

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

　

佐
藤
名
ゝ
美
氏

受
講
対
象
者

　

県
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
お
母
さ

ん
、
父
子
家
庭
の
お
父
さ
ん
、
寡
婦

の
人
。

託　

児

　

会
場
内
に
託
児
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

ま
す
。

　

託
児
を
希
望
す
る
人
は
、
各
会
場

の
開
催
日
の
10
日
前
ま
で
に
熊
本
県

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
母
子
家
庭
等

　

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
５
１
）
８
７
７
７

　

ま
た
は　

熊
本
県
少
子
化
対
策
課

　

子
ど
も
家
庭
福
祉
室

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
２
９

介
護
保
険
要
介
護
認
定

高
齢
者
の
障
害
者
控
除
・

お
む
つ
代
医
療
費
控
除

「
ひ
と
り
親
家
庭
等
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
す

あ
ぐ
ら
を
か
き
、
手
で
膝
を
床
の

方
へ
押
し
ま
す

反
動
を
つ
け
ず
10
数
え
ま
す

こ
れ
を
２
回
行
い
ま
す

き
つ
い
人
は
足
を
組
ん
だ
り
、
手
で

つ
ま
先
を
持
っ
て
行
い
ま
し
ょ
う

　「法律・会計相談会」を次の要領で実
施します。
　秘密は厳守しますので、安心してご相
談ください。
●予約日
　１月 16日（火）～ 18日（木）
　の３日間
受付時間
•午前:午前９時30分～午後０時30分
•午後:午後１時30分～午後４時30分
受付電話
　☎ 0120（777）226（フリーダイヤル）
※ 当協会福岡支部内に専用電話を３日間
設置。

受付定員　先着 36人
●相談日　１月 26日（金）の１日間
•午前:午前９時30分～午後０時30分
•午後:午後１時30分～午後４時30分

ところ　くまもと県民交流館パレア会議
室１（熊本市手取本町8-9テトリアくま
もと（鶴屋百貨店東館）９階）
相談方法
　相談者一人または一組につき、30分
程度の面談を行います。
担当者
•債務返済に関する法律相談
　→熊本県弁護士会推薦の弁護士
•債務返済と家計管理に関する相談
　→消費生活アドバイザー
問い合わせ先
財団法人
日本クレジットカウンセリング協会
•本部　☎03（3226）0140
•福岡支部　☎092（739）8108
•ホームページ
　　http://www.jcca-f.or.jp

　市民の皆さんの法律などに関す
る心配ごとや困りごと（家庭・金
銭・相続・登記などの問題）の相
談に応じます。相談は無料です。
お気軽にご利用ください。
と　き　1月 16日（火）
　　　　午前９時 30分～
　　　　午後０時 30分
※ 受付は午前 11 時 30 分まで行
いますが、相談者多数の場合は
時間に限りがありますので、お
断りすることもあります。

ところ　菊池市中央公民館　２階
相談者　弁護士　由井照二氏、人
権擁護委員、行政相談委員
問い合わせ先　市民課市民年金係

菊池郡市退職校長会文化展
と　き　１月１日（祝）～１月 14日（日）
　　　　午前９時～午後６時
ところ　菊池夢美術館
　菊池郡市退職校長会の文化活動を通して、地域文化活
動の高揚を資することを目的に開催します。
　盆栽、書、絵画、写真、陶芸、工芸、文芸その他を展
示します。
　皆さんのお越しを、お待ちしています。

「愛子と蘆花の物語」挿絵原画展
と　き　１月 16日（火）～１月 29日（月）
　　　　午前９時～午後６時
※ 1月 23日（火）は休館日。
ところ　菊池夢美術館
　熊本日日新聞に 100 回以上にわたって連載された本
田節子さんの「愛子と蘆花の物語」。その挿絵を描かれ
た山口輝也さんの原画を展示します。
　皆さんのお越しを、お待ちしています。
問い合わせ先　菊池夢美術館　☎（23）1155

わいふ一番館だよりわいふ一番館だよりわいふ一番館だより
問い合わせ先　菊池市文化会館　�（24）1101

いずみ　ゆういち
期間：1月5日（金）～1月14日（日）
　現在、熊本市を中心に、その執筆百周年記念などでたいへ
ん話題になっています。
　「二百十日」「草枕」の在熊中の２作品と共に、明治 40年
１月に単行初版された「鶉籠（うずらかご）」の中のもう一
編「坊ちゃん」を絵物語風な色紙画にしてみましたので、ご
笑覧ください。

漱石の「坊ちゃん」を描く

　まちづくり寄合所１階ギャラリー
では、出展する人を募集しています。
個人やクラブ・サークル活動で作っ
た作品などを多くの人に見てもらい
ませんか？もちろんプロの人も大歓
迎です。
　また、２階和室は、文化活動の発
表やまちづくりに関する活動の場と
して誰でも利用できます。

わいふ一番館（まちづくり寄合所）
で出展してみませんか？

「弁護士、
人権擁護委員、
行政相談委員」
相談所開設

クレジット・消費者ローンによる多重債務の返済でお困りの人へ

弁護士が無料で相談に応えます
菊池郡市退職校長会文化展

 「愛子と蘆花の物語」挿絵原画展
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

　

菊
池
広
域
連
合
が
平
成
19
・
20
年

度
に
実
施
す
る
工
事
、
委
託
業
務
、

物
品
そ
の
他
役
務
の
提
供
に
係
る
入

札
に
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
次
の

書
類
を
菊
池
広
域
連
合
総
務
課
ま
で

提
出
（
郵
送
可
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
期
間

　

２
月
１
日（
木
）〜
２
月
28
日（
水
）

申
請
書
様
式

　

中
央
公
共
工
事
契
約
制
度
運
用
連

絡
協
議
会
統
一
様
式

添
付
書
類

（
１
） 

経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書

の
写
し

（
２
） 

建
設
業
者
許
可
証
明
書
の
写

し

（
３
） 

商
業
登
記
簿
謄
本
の
写
し

（
４
） 

代
表
者
身
分
証
明
書
の
写
し

（
５
） 

営
業
の
沿
革

（
６
） 

営
業
所
一
覧
表

（
７
） 

直
前
２
年
の
各
事
業
年
度
に

お
け
る
工
事
施
工
金
額
調
書

（
８
）
工
事
経
歴
書

（
９
）
使
用
人
数
調
書

（
10
）
技
術
者
経
歴
書

（
11
）
営
業
用
機
械
器
具
調
書

（
12
） 

事
業
に
係
る
国
・
県
・
市
町

村
税
及
び
菊
池
広
域
連
合
管

内
業
者
に
お
い
て
は
、
代
表

者
の
町
税
及
び
国
民
健
康
保

険
税
の
納
税
証
明
書
の
写
し

（
13
）
主
要
取
引
金
融
機
関
名

（
14
）
使
用
印
鑑
届

（
15
）
印
鑑
証
明
書
の
写
し

（
16
） 

建
設
業
退
職
金
共
済
組
合
加

入
証
明
書
の
写
し

（
17
） 

支
店
等
に
委
任
さ
れ
る
場
合

は
委
任
状

（
18
） 

郵
送
さ
れ
る
場
合
は
、
返
信

用
ハ
ガ
キ
を
同
封
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

〒
８
６
１
‐
１
２
９
５

　
　

菊
池
市
泗
水
町
福
本
３
８
３

　
　

菊
池
市
泗
水
総
合
支
所
３
階

　
　

菊
池
広
域
連
合
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
（
38
）
０
１
７
１

　

十
八
世
紀
末
の
寛
政
頃
、
菊
池

地
方
で
「
菊
池
氏
顕
彰
」
の
動
き

が
始
ま
り
ま
し
た
。
前
号
の
渋
江

松
石
の
『
菊
池
風
土
記
』
も
そ
の

一
つ
で
し
た
が
、
渋
江
松
石
の
パ

ト
ロ
ン
的
な
人
物
が
、
当
時
の
隈

府
町
随
一
の
豪
商
宗
伝
次
で
し
た
。

　

宗
家
は
、
菊
池
氏
家
臣
の
末ま
つ

裔え
い

で
、
菊
池
氏
滅
亡
後
、
こ
の
隈
府

町
に
止
ま
り
ま
し
た
。
父
重
富
の

努
力
と
成
功
で
富
裕
と
な
り
、
そ

れ
を
受
け
継
い
だ
伝
次
は
、
先
祖

が
仕
え
た
菊
池
氏
の
顕
彰
の
た
め
、

安
永
八
（
一
七
七
九
）
年
四
月
に

は
、
正
観
寺
境け
い

内だ
い

に
菊
池
十
五
代

武
光
の
「
菊き
く

池ち

正し
ょ
う

観か
ん

公こ
う

神し
ん

道と
う

碑ひ

」

を
、
ま
た
寛
政
三
（
一
七
九
一
）

年
夏
に
は
、
現
在
の
菊
池
神
社
の

正
面
参
道
脇
に
、
菊
池
氏
代
々
の

追つ
い

善ぜ
ん

供く

養よ
う

の
た
め
の
「
一
字
一
石

塔
」
を
建
立
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
宗
伝
次
は
、
寛
政
七

（
一
七
九
五
）
年
六
月
に
、
先
祖

へ
の
感
謝
を
説
い
た
「
申
も
う
し

残の
こ

す

覚お
ぼ
え」、
ま
た
寛
政
九
年
に
は
、
質

素
倹
約
・
景
気
判
断
・
油
断
禁
物

な
ど
の
商
売
人
の
心
得
を
、『
永え
い

代た
い

当と
う

家け

訓く
ん

』
六
十
二
条
と
し
て
認
し
た
た

め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
宗
伝
次
は
、
僧
侶
で
書

画
家
の
豪ご
う

潮ち
ょ
う・
再
春
館
藩
医
師
の

村
井
琴き
ん

山ざ
ん

・
御
用
絵
師
の
矢
野
良よ
し

勝か
つ

な
ど
と
交
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
松ま
つ

永な
が

貞て
い

徳と
く

の
流
れ
を
汲く

み
、

俳
号
を
「
東と
う

籬り

」
と
い
い
ま
し
た
。

　

天
明
五
（
一
七
八
五
）
年
二
月

か
ら
九
月
ま
で
東
国
紀
行
を
し
た

時
、
旅
立
ち
に
「
帰
る
ま
で
我
巣

を
守
れ
燕
つ
ば
く
ら
め」、
膝
に
の
せ
た
孫
の

髪
を
撫な

で
な
が
ら
「
蝶
々
に
気
を

う
つ
さ
せ
て
別
れ
哉か
な

」、
無
事
に

帰
っ
て
「
元
の
座
で
笑
ひ
会
た
る

新
酒
か
な
」
な
ど
の
秀
句
を
詠
じ

て
い
ま
す
。

（
文
責
）
社
会
教
育
課
指
導
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

堤　

克
彦

宗そ
う 
伝で

ん

次じ

文
教
菊
池
の
人
々
（
江
戸
期
の
人
物
篇
）

シ
リ
ー
ズ
⑥

　

私
の
ク
ラ
ス
で
は
、「
差
別
に
負

け
ん
ご
つ
が
ん
ば
ら
な
ん
よ
」
と
い

う
教
材
を
学
習
し
ま
し
た
。
そ
の
教

材
の
主
人
公
は
、
部
落
差
別
を
受
け

た
こ
と
で
、
人
を
信
じ
ら
れ
な
く

な
っ
た
り
、
お
母
さ
ん
を
恨
む
よ
う

に
な
っ
た
り
し
て
い
き
ま
す
。
で
も
、

差
別
に
つ
い
て
勉
強
を
し
て
、
そ
の

い
か
り
を
バ
ネ
に
し
て
、
差
別
を
な

く
す
た
め
に
解
放
運
動
を
行
な
っ
た

り
、
進
ん
で
集
会
に
参
加
し
た
り
し

て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私

も
み
ん
な
も
、
そ
の
教
材
を
も
と
に
、

差
別
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
な
の
に
、
そ
の
日
の
休
み
時

間
に
私
が
自
主
学
習
を
や
っ
て
い
る

と
、
突
然
友
だ
ち
に
、「
ま
り
、
字

で
か
く
な
い
？
」
な
ど
と
、
い
ろ
い

ろ
言
わ
れ
た
の
で
す
。
私
は
そ
こ
ま

で
大
き
く
書
い
て
い
る
つ
も
り
は
な

い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
、
そ
ん
な
こ

と
を
言
わ
な
く
て
も
い
い
の
に
と
思

い
ま
し
た
。
言
う
人
に
と
っ
て
は
軽

い
言
葉
が
、
私
に
と
っ
て
は
と
て
も

重
く
て
、
私
は
そ
の
あ
と
ロ
ッ
カ
ー

に
か
く
れ
て
自
学
を
や
る
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
な
ぜ
、
そ

ん
な
に
く
や
し
く
て
悲
し
か
っ
た
か

と
い
う
と
、
字
を
大
き
く
書
く
こ
と

で
、
自
学
帳
を
早
く
終
わ
ら
せ
よ
う

と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
す
。

私
は
そ
ん
な
つ
も
り
で
自
学
を
や
っ

て
い
た
の
で
は
な
く
、
た
だ
漢
字
を

覚
え
よ
う
と
思
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い

た
の
で
、
落
ち
込
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
で
も
、
そ
ん
な
時
に
、
他
の
友

だ
ち
が
私
の
と
こ
ろ
に
来
て
励
ま
し

て
く
れ
ま
し
た
。
心
配
し
て
く
れ
る

友
だ
ち
が
い
る
と
、
そ
の
言
葉
を
聞

く
だ
け
で
身
も
心
も
だ
い
ぶ
軽
く
な

り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
友
だ
ち
が
い

る
っ
て
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
の
日
に
あ
っ
た
こ
と
を
先
生
に

相
談
し
て
、
友
だ
ち
に
伝
え
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
は
じ
め
は
、
言
わ
れ

た
と
き
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
と

て
も
つ
ら
く
て
泣
い
て
し
ま
っ
た
け

れ
ど
、
み
ん
な
も
泣
き
な
が
ら
自
分

が
悪
か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
ど
た
く

さ
ん
の
意
見
を
返
し
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
、
発
表
し
て
自
分
の
気
持
ち
が

分
か
っ
て
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
な
ぁ

と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
出
来
事
が
あ
っ
て
か
ら
、
言

葉
や
決
め
つ
け
が
人
を
簡
単
に
傷
つ

け
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
感
じ
、
差
別
が
許
せ
な
く
な
り

ま
し
た
。
実
際
に
い
じ
め
や
差
別

を
受
け
た
人
の
苦
し
み
が
私
な
り
に

分
か
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
こ
と

を
、
ク
ラ
ス
で
考
え
て
、
校
内
の
人

権
集
会
で
も
発
表
し
ま
し
た
。
す
る

と
他
の
学
年
の
人
た
ち
も
、
そ
れ
を

し
っ
か
り
受
け
止
め
て
く
れ
て
、
た

く
さ
ん
の
意
見
を
返
し
て
く
れ
ま
し

た
。
意
見
を
聞
い
た
後
は
と
て
も
う

れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
言
葉
か
ら
、
い
じ

め
や
差
別
は
生
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て

そ
の
た
め
に
、
今
、
こ
の
世
の
中

で
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
自
ら
命
を

た
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
考
え

て
み
て
く
だ
さ
い
。
人
権
学
習
が
終

わ
っ
た
ら
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
も
終
わ
り
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
つ
ら
い
と
き
に
そ
ば
に
い
て
く

れ
る
友
だ
ち
は
い
ま
す
か
。
ち
ょ
っ

と
し
た
言
葉
で
人
を
傷
つ
け
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

私
は
今
、「
字
、
で
か
く
な
い
？
」

と
い
っ
た
人
た
ち
に
も
感
謝
し
て
、

大
切
な
仲
間
の
一
人
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
私
を
強
く
し
て
く

れ
た
し
、
い
じ
め
や
差
別
の
こ
と
に

つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
て
く
れ
て
、

い
じ
め
や
差
別
の
こ
と
を
も
っ
と
知

る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。
こ
う

思
う
前
は
、
人
権
子
ど
も
集
会
で
い

じ
め
ら
れ
た
人
が
、「
自
分
を
い
じ

め
た
人
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。」
と

言
っ
て
い
る
の
を
聞
い
て
も
、
な
ん

で
い
じ
め
た
人
に
感
謝
す
る
の
か

と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
や
っ
と
そ

の
意
味
が
分
か
り
ま
し
た
。
私
が
傷

つ
く
言
葉
を
言
わ
れ
た
こ
と
は
い
や

だ
っ
た
け
れ
ど
、
こ
の
経
験
を
通
し

て
、
い
じ
め
や
差
別
を
知
る
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

自
分
の
経
験
か
ら

　
　
　
　
　

人
権
を
考
え
て

泗
水
西
小
５
年　
　

岡
本
真
理
子 ⑳

宗伝次の肖像画

　「自分の食は、自分の手で！」この料理教室は、子どもたちが
自分の力で料理に挑戦する教室です。
　調理の基本（包丁の持ち方、ご飯の炊き方、野菜の切り方、ガ
スのつけ方）から、だしのとり方まで体験します。
　また、食に関するお話なども行います。
　子どもたちが生きる力を身に付け、たくましく育つよう、皆さ
んの参加をお待ちしています。
と　き　２月３日（土）午前９時 30分～午後０時 30分
ところ　泗水公民館
内　容　おにぎりパーティをしよう
•ごはん（ラップおにぎり）
•手作りソーセージ（簡単に作れるソーセージを紹介します）
•野菜スープ
対象者　原則、市内小学校１・２・３年生
※ただし４・５・６年生も可。
定　員　15人程度
※定員になり次第締め切らせていただきます。
参加費　200円
持ってくるもの　エプロン、三角巾
申し込み方法
　泗水分室教育課（泗水公民館内）へ
参加費 200円を添えて申し込んでください。
問い合わせ・申し込み先
　泗水分室教育課（泗水公民館内）
　☎（38）2258 ／ Fax（38）6515

　土曜体験教室（和紙ちぎり絵をつく
ろう）を開催します。
　多くの皆さんの参加をお待ちしてい
ます。
と　き　１月 20日（土）
　　　　午前９時 30分～正午
ところ　菊池市中央公民館　和室
内　容　和紙ちぎり絵づくり
対象者　市内小学生
定　員　30人
※ 定員になり次第締め切らせていただ
きます。

参加費　200円（材料代）
※ 参加費は当日徴集させていただきま
す。

申し込み方法
　１月 12日（金）までに社会教育課
へ電話または FAXで申し込んでくだ
さい。
問い合わせ・申し込み先
　社会教育課（市役所第２庁舎２階）
　☎（25）1111 ／ Fax（25）5004

土曜体験教室土曜体験教室土曜体験教室土曜体験教室

子ども料理教室 ～ひとりでできるもん～

和紙ちぎり絵をつくろう

菊
池
広
域
連
合
の

平
成
19
・
20
年
度

一
般
競
争
（
指
名
競
争
）
参
加
資
格
申
請
書

を
受
け
付
け
ま
す
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

菊池市

大津町

菊陽町

合志市

　

裁
判
員
制
度
と
は
、
国
民
の
皆
さ

ん
に
裁
判
員
と
し
て
刑
事
裁
判
に
参

加
し
て
も
ら
い
、
裁
判
員
と
裁
判
官

が
１
つ
の
チ
ー
ム
に
な
っ
て
被
告
人

が
有
罪
か
ど
う
か
、
有
罪
の
場
合
ど

の
よ
う
な
刑
に
す
る
か
を
裁
判
官
と

一
緒
に
決
め
て
も
ら
う
制
度
で
す
。

　

裁
判
な
ん
て
関
係
な
い
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？

　

熊
本
県
内
で
は
、
選
挙
権
の
あ
る

人
約
８
３
０
人
に
１
人
の
人
に
「
裁

判
員
候
補
者
」
と
し
て
裁
判
所
に
来

て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

裁
判
員
や
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば

れ
た
と
き
は
、
国
民
の
代
表
と
し
て

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

裁
判
員
制
度
に
関
す
る
詳
し
い

情
報
は
、
裁
判
員
制
度
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.sa
ib
a
n
in
.

c
o
u
rts.g

o
.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
地
方
裁
判
所
総
務
課

　

☎
０
９
６
（
３
２
５
）
２
１
２
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
５
２
２

　

給
与
所
得
者
の
所
得
税
は
、
毎
月

の
給
料
や
賞
与
か
ら
源
泉
徴
収
さ

れ
、
そ
の
年
の
最
後
の
給
料
や
賞
与

の
支
払
時
に
行
わ
れ
る「
年
末
調
整
」

に
よ
っ
て
精
算
さ
れ
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
大
部
分
の
給
与
所
得
者

は
、
改
め
て
確
定
申
告
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
①
給
与
の
収
入
が

二
千
万
円
を
超
え
る
人
、
②
給
与
所

得
や
退
職
所
得
以
外
の
各
種
所
得
の

金
額
（
例
え
ば
、
生
命
保
険
契
約
な

ど
に
基
づ
く
一
時
金
を
受
け
取
っ
た

場
合
や
不
動
産
の
貸
付
け
に
よ
る
収

入
が
あ
る
場
合
な
ど
）
の
合
計
が

20
万
円
を
超
え
る
人
、
32
カ
所
以
上

か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る
人
な
ど

は
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
①
風
水
害
な
ど
の

災
害
に
遭
っ
た
人
、
②
多
額
の
医
療

費
を
支
払
っ
た
人
、
③
マ
イ
ホ
ー
ム

を
新
築
（
購
入
）・
増
改
築
し
、
年

末
に
お
い
て
金
融
機
関
な
ど
か
ら
の

借
入
金
残
高
の
あ
る
人
な
ど
は
、
確

定
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
て

い
る
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
確
定
申
告
書
用
紙
は
、
１

月
下
旬
か
ら
、
最
寄
り
の
税
務
署
お

よ
び
市
町
村
役
場
に
備
え
付
け
て
あ

り
ま
す
が
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
確
定
申
告
に
必
要
な
書
類
を

出
力
し
て
使
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
書
の
作
成
に
当

た
っ
て
は
、「
所
得
税
の
確
定
申
告

の
手
引
き
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
簡
単
に
作
成

で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用

い
た
だ
く
と
自
宅
や
事
業
所
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
て
申
告

書
等
を
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
事
前
に
手
続
が
必
要
と
な
り
ま

す
）。

　

申
告
書
作
成
に
当
た
っ
て
不
明
な

点
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
気
軽

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.e
-ta
x.n
ta
.g
o
.jp

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
税
務
署

　

☎
（
25
）
２
１
２
１

受
付
日

•
単
独
で
申
請
す
る
人

　

１
月
22
日（
月
）〜
１
月
26
日（
金
）

•
共
同
で
申
請
す
る
人

　

２
月
２
日
（
金
）

受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※ 

た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま

で
を
除
く
。

受
付
場
所

　

熊
本
県
菊
池
総
合
庁
舎

　

１
階
第
４
会
議
室

必
要
書
類

①
免
税
軽
油
使
用
者
証

②
耕
作
証
明
書（
農
業
委
員
会
交
付
）

③
免
税
機
械
の
所
有
・
使
用
証
明
書

（
市
町
村
税
務
課
交
付
）

④
免
税
機
械
の
写
真
（
１
台
に
つ
き

前
後
横
の
写
真
を
１
枚
づ
つ
）

⑤
印
鑑
（
法
人
は
実
印
。
個
人
は
認

印
で
可
）

⑥
免
税
軽
油
の
引
取
り
等
に
係
る
報

告
書
（
第
43
号
の
６
の
２
様
式
）

⑦
免
税
証
交
付
申
請
書
付
表
１
（
実

績
表
）

⑧
免
税
証
交
付
申
請
書
付
表
２
（
販

売
店
証
明
）

⑨
未
使
用
の
免
税
証

⑩
申
請
者
本
人
を
確
認
す
る
書
類

（
運
転
免
許
証
な
ど
）

⑪
５
０
０
円
分
の
県
収
入
証
紙
（
共

同
申
請
者
は
、
１
人
に
つ
き

５
０
０
円
分
）

注
意
事
項

○
初
め
て
申
請
す
る
人
は
②
〜
⑤
、

⑩
お
よ
び
⑪

○
免
税
軽
油
使
用
者
証
の
有
効
期
限

が
、
平
成
19
年
２
月
28
日
ま
で
の

人
、も
し
く
は
そ
れ
以
前
の
人
は
、

①
〜
⑪

○
免
税
軽
油
使
用
者
証
の
有
効
期
限

が
平
成
20
年
２
月
28
日
の
人
は
、

①
〜
②
お
よ
び
⑤
〜
⑩

○
免
税
軽
油
使
用
者
証
の
有
効
期
限

が
平
成
19
年
２
月
28
日
の
人
で
、

免
税
機
械
の
変
更
が
あ
る
人
は
、

①
〜
⑩　

○
新
規
で
申
請
す
る
人
は
、
必
ず
本

人
（
法
人
の
場
合
は
代
表
者
）
が

来
局
し
て
く
だ
さ
い
。

•
報
告
書
・
付
表
１
お
よ
び
２
は
必

ず
ペ
ン
書
き
し
て
く
だ
さ
い
（
鉛

筆
書
き
不
可
）。

•
免
税
証
交
付
申
請
書
付
表
２
は
、

必
ず
販
売
店
の
証
明
印
を
も
ら
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
。

•
申
請
す
る
機
械
の
馬
力
数
を
把
握

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

•
⑪
の
県
収
入
証
紙
は
、
総
合
庁
舎

内
の
売
店
で
購
入
で
き
ま
す
。

•
受
付
日
当
日
都
合
が
悪
い
人
は
、

次
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
菊
池
地
域
振
興
局

　

税
務
課
課
税
係

　

☎
（
25
）
４
１
２
４
（
直
通
）

　

償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人
で

工
場
、
商
店
ま
た
は
農
業
な
ど
を
経

営
し
て
い
る
人
が
、
そ
の
事
業
の
た

め
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
機
械
・

器
具
・
備
品
な
ど
の
有
形
固
定
資
産

の
こ
と
で
す
。

申
告
の
内
容

①
構
築
物
（
広
告
塔
・
テ
ナ
ン
ト
改

装
な
ど
）

②
機
械
お
よ
び
装
置
（
コ
ン
ベ
ア
・

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
・
農
業
用
機
械
・

施
設
な
ど
）

③
車
両
お
よ
び
運
搬
具
（
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
・
ロ
ー
ラ
な
ど
。
自
動
車

税
な
ら
び
に
軽
自
動
車
税
の
対
象

と
な
る
も
の
を
除
く
）

④
工
具
器
具
お
よ
び
備
品
（
机
・
イ

ス
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
）

　

こ
の
よ
う
な
事
業
用
資
産
を
持
っ

て
い
る
人
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在

の
資
産
所
有
状
況
を
申
告
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
前
年
申
告
の
あ
る
場
合
は
、
後
日

申
告
書
を
送
付
し
ま
す
。

※
新
規
事
業
者
ま
た
は
事
業
用
資
産

を
所
有
し
て
い
て
申
告
書
の
送
付

が
無
い
場
合
は
、
次
ま
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限　

１
月
31
日
（
水
）

※
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
告
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　

平
成
19
年
度
の
固
定
資
産
税
の
基

準
日
は
、
平
成
19
年
１
月
１
日
で
す
。

　

家
屋
を
解
体
し
、
建
物
滅
失
登
記

を
し
な
い
場
合
や
、
未
登
記
建
物

の
所
有
権
が
移
転
し
て
い
る
場
合
は
、

届
出
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

手
続
き
を
済
ま
さ
れ
な
い
と
誤
っ

て
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

届
出
書
や
添
付
書
類
な
ど
の
詳
細

は
、
次
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

償
却
資
産
申
告
を
お
願
い

し
ま
す

○
家
屋
の
解
体
届

○
未
登
記
家
屋
の
異
動
届

　

の
提
出
は

早
め
に
お
願
い
し
ま
す

※ 口座振替を利用している人は、
１月 25日（木）に振替を行い
ますので、残高の確認をお願い
します。

●国民健康保険税第7期
●固定資産税随時2期

１月の「税」の納期限
問い合わせ先　税務課

平
成
21
年

裁
判
員
制
度
が
始
ま
り
ま
す

給
与
所
得
者
の
確
定
申
告

　菊池地域振興局ではダイヤルイン（直通電話番号）
を導入し、直接担当部署に電話がつながるようにな
りました。
　各部署の電話番
号一覧は、熊本県
ホームページをご
覧いただくか振興
局へ直接お尋ねく
ださい。

問い合わせ先
　菊池地域振興局総務振興課総務調整班
　☎（25）4283（直通）

農
業
用
の
機
械
に
使
用
す
る

軽
油
免
税
手
続
き
を

次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す

　菊池郡市広報紙の共同企画として菊池郡市
の各市町から新春のプレゼントがあります。
　プレゼント希望の人は、官製はがきに必要
事項を書いて応募してください。
　なお、プレゼントの応募は、１枚のはがき
で１つまでとします。
　多数の皆さんの応募をお待ちしています。
問い合わせ先　情報企画課広報広聴係

番号 プレゼント名 市町名 当選者数

① 七城温泉ドーム温泉券 菊池市 ペア２組（４枚）×各市町分

② 焼酎「竹迫城」 合志市 １本×各市町分

③ 大津温泉岩戸の里入浴券 大津町 ペア２組（４枚）×各市町分

④ さんさんの湯入浴券 菊陽町 ペア２組（４枚）×各市町分

●応募締切
 １月 31日（水）必着
●当選者発表は、賞品の発
送をもってかえさせてい
ただきます。
●応募多数の場合は抽選で
当選者を決定します。

こ
ん
な
コ
ー
ナ
ー
が
あ

っ
た
ら
い
い
な
ぁ
。
な

ど
広
報
に
対
す
る
ご
意

見
や
ご
感
想
を
お
書
き

く
だ
さ
い
。

希望の番号と
プレゼント名

菊
池
市
役
所

　
　
　

広
報
係

861-1392

住
所
・
氏
名
・
年
齢

菊池郡市４市町広報紙読者プレゼント
菊池郡市共同企画

熊本県菊池地域振興局の
電話がダイヤルイン

（直通電話番号）になりました
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

　

今
般
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
帰
国
し

た
男
性
が
、
現
地
で
犬
に
手
を
咬

ま
れ
、
狂
犬
病
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
、

国
内
で
発
症
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
国
内
で
の
発
症
が
確
認
さ

れ
た
の
は
36
年
ぶ
り
で
す
。

　

狂
犬
病
と
は
、
狂
犬
病
ウ
ィ
ル
ス

に
よ
る
感
染
症
で
、
こ
の
病
気
は
発

病
し
た
動
物
、
特
に
犬
に
よ
り
人
が

咬
ま
れ
る
こ
と
な
ど
で
感
染
し
、
し

ば
ら
く
の
潜
伏
期
間
を
経
て
発
症
し

ま
す
。

　

発
症
す
れ
ば
全
身
麻
痺
、
呼
吸
困

難
な
ど
を
起
こ
し
、
ほ
ぼ
１
０
０
％

死
亡
す
る
大
変
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

戦
後
日
本
で
も
狂
犬
病
が
流
行
し
、

多
く
の
人
の
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
１
９
５
０
年
、
狂
犬
病

予
防
法
が
施
行
さ
れ
、
飼
い
主
へ
の

狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
、
輸
入
犬

の
検
疫
、
野
犬
の
捕
獲
を
徹
底
し
た

結
果
、
１
９
５
７
年
以
降
日
本
で
は

狂
犬
病
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
世
界
で
は
年
間
３
〜

５
万
人
が
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

交
通
機
関
が
発
達
し
た
現
在
で
は
、

他
国
か
ら
狂
犬
病
が
日
本
に
侵
入
す

る
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

狂
犬
病
の
発
生
を
予
防
す
る
た

め
生
後
90
日
以
上
の
犬
の
所
有
者
は
、

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
犬
の
登
録
お

よ
び
狂
犬
病
の
予
防
注
射
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
必
ず
実
施
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
違
反
し
た
場
合
20
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課

　

ま
た
は　

各
総
合
支
所
民
生
課

　

県
産
木
材
の
需
要
拡
大
活
動
の
一

環
と
し
て
、
く
ま
も
と
で
育
っ
た
木

を
使
っ
た
次
の
木
製
遊
具
を
無
料
で

貸
出
し
ま
す
。

貸
出
す
る
遊
具

○
ヒ
ノ
キ
の
積
み
木

○
ヒ
ノ
キ
の
棒

　
（
小
さ
な
円
柱
形
の
棒
を
木
枠
な

ど
に
た
く
さ
ん
入
れ
て
遊
ぶ
遊
具

で
す
が
、
積
み
木
の
一
部
に
し
て

遊
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
）

○
木
の
パ
ズ
ル

貸
出
対
象

○
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
な
ど
で
木
製
遊

具
を
利
用
す
る
人

○
子
育
て
支
援
、
教
育
、
保
育
な
ど

の
た
め
に
乳
幼
児
、
児
童
、
生
徒

が
集
団
で
生
活
す
る
場
で
使
用
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
人

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
林
業
振
興
課

　

県
産
材
利
用
推
進
室

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
４
４
８

　

水
源
の
か
ん
養
な
ど
の
公
益
的
機

能
を
持
つ
森
林
が
、
い
つ
ま
で
も
そ

の
機
能
を
果
た
せ
る
よ
う
、
森
林
所

有
者
に
よ
る
管
理
が
難
し
い
森
林
に

つ
い
て
協
定
を
結
び
、
強
め
の
間
伐

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
針
葉
樹
と
広

葉
樹
が
混
ざ
っ
た
自
然
に
近
い
森
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
多
様
で
健
全
な
森
林
を
育

て
る
事
業
（
針
広
混
交
林
化
促
進
事

業
）
の
対
象
森
林
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
17
年
度
は
こ
の
事
業
に
よ
り
、

県
内
４
７
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林
の

間
伐
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
協
定
内
容

•
当
事
者

　

森
林
所
有
者
、
市
、
県
の
３
者

•
協
定
期
間　

20
年

•
間
伐
に
係
る
費
用

　

県
が
全
額
負
担

•
間
伐
率

　

40
％
程
度
の
強
め
の
間
伐

※
協
定
期
間
中
は
、
残
っ
た
木
の
皆

伐
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
間
伐
な
ど
の
森
林
の
手

入
れ
は
可
。

事
業
対
象
と
な
る
森
林
の
主
な
条
件

•
間
伐
が
必
要
な
16
年
〜
45
年
生
の

人
工
林
で
、
過
去
10
年
以
上
間
伐

が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

•
１
カ
所
以
上
の
森
林
面
積
が
、
0.1

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
で
あ
る
こ
と

•
原
則
と
し
て
保
安
林
以
外
の
森
林

で
あ
る
こ
と

•
森
林
施
業
計
画
の
認
定
を
受
け
て

い
な
い
森
林
で
あ
る
こ
と

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
菊
池
地
域
振
興
林
務
課

　

☎
（
25
）
２
３
４
７
（
直
通
）

　

竹
は
古
く
か
ら
、
か
ご
や
ざ
る
、

ほ
う
き
、
熊
手
、
生
垣
な
ど
私
た
ち

の
身
の
周
り
の
材
料
と
し
て
広
く
活

用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
は
竹
を
遊
び

の
材
料
と
し
て
取
り
入
れ
、
竹
馬
や

竹
と
ん
ぼ
な
ど
を
作
る
過
程
で
、
創

造
性
な
ど
を
形
成
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
竹
の
効

用
と
子
ど
も
た
ち
に
竹
細
工
の
楽
し

さ
を
感
じ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

ま
す
。

と　

き

　

１
月
28
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ

　

菊
池
市
袈
裟
尾
４
４
５
‐
12

　

菊
池
市
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

内　

容　

凧
（
た
こ
）
づ
く
り

主　

催

　

菊
池
市
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会
（
会
長
・
坂
本
勲
）

募
集
対
象

　

小
学
３
〜
６
年
生
（
１
〜
２
年
生

は
保
護
者
の
同
伴
で
参
加
可
能
）
10

人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

必
要
な
物

　

弁
当
、
水
筒
、
タ
オ
ル
な
ど

応
募
方
法

　

１
月
24
日
（
水
）
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
次
ま
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
し
込
み
可
能
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

菊
池
市
旭
志
伊
坂
５
２
４
‐
１

　

菊
池
森
林
組
合
（
原
山
）

　

☎
（
37
）
３
５
０
０

　

Fax
（
37
）
３
１
８
０

ヒノキの積み木で遊ぶ子どもたち

防犯の窓防犯の窓防犯の窓シリーズ 2020
１月10日は110番の日
■ 110番は緊急通報用の電話です
• 110番通報する際は、
●いつ　●どこで（例 :菊池市○○町□□番地です）
●何が（事件か・事故か）
などを落ち着いて係員にお話ください。
•緊急の事件・事故以外の用件は、
●管轄の警察署や交番・駐在所
●警察相談電話「#9110」
を利用してください。
■ 携帯のインターネットを利用した 110番（耳や言葉の
不自由な人の 110番通報専用メール）
アドレス　kumamoto-police110@deluxe.ocn.ne.jp
メールには次のことを入力し、送信してください。
●事案名　●場所　●住所・氏名　など
■ 携帯電話からの 110番は、他県の警察本部につながる
場合があります。自分のいる場所をはっきり伝えてく
ださい

問い合わせ先　菊池警察署　☎（24）0110

　商工会員はもちろん、会員以外の人
もこぞって参加ください。
と　き
　１月 18日（木）午後４時 30分～
ところ　菊池グランドホテル
内　容
•演題
　温泉とまちづくり
　～世界から観た菊池温泉～（予定）
•講師
　NPO法人健康と温泉フォーラム
　常任理事　合田純人　氏
主　催　菊池市商工会
問い合わせ先
　菊池市商工会　☎（25）1131

犬
の
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ

日
本
国
内
で
狂
犬
病
の
発

症
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

く
ま
も
と
の
木
を
使
っ
た

木
製
遊
具
を
貸
出
し
ま
す

手
作
り
凧
を
大
空
高
く

飛
ば
し
て
み
ま
せ
ん
か

〜
キ
ッ
ド
自
然
探
検
教
室
〜

　毎年、明るい選挙を呼びかけながら走る市内一周駅伝
は、50周年を迎えることができました。今年も一般の
参加チームを募集します。職場や部活（中学生以上）な
ど特に制限はありません。
　体力づくり、健康増進のため青年団と一緒に走りま
しょう。
　参加チームを１月 10日（水）まで募集しています。
　また、大会当日は、皆さんの応援をよろしくお願いし
ます。
と　き　１月 21日（日）午前 10時スタート
ところ　菊池市役所本庁舎前スタート・ゴール
※旧菊池市管内の７区間（各区間１人以上）28.2km
問い合わせ・申し込み先
　菊池市青年団菊池支部
　市内一周駅伝実行委員会事務局　
　菊池市役所総務課内・上村
　☎（25）1111 ／ Fax（25）5720

　毎年行っている泗水町内一周駅伝大会を開催します。次
のとおり大会への参加チームを募集します。
と　き　２月 11日（祝）
ところ　孔子公園スタート・ゴール
参加資格　菊池市泗水町内の行政区、または菊池市泗水町
内の企業および団体
申し込み方法　１月 19日（金）までに、泗水分室教育課
まで所定の用紙に参加費 5,000 円（小・中学校 3,000 円）
を添えて申し込んでください。
問い合わせ先　泗水分室教育課　☎（38）2258

昨年の泗水町内一周駅伝大会

と　き　１月 14日（日）
　　　　午前８時～
ところ
　菊池市多目的グラウンド
問い合わせ先
　安全対策課消防防災係

平成19年
菊池市消防団
出初式

泗水町内一周駅伝大会
参加チーム募集

第50回菊池市青年団菊池支部
市内一周駅伝

参加チーム募集
平成18年度

第３弾新春特別講演会
入場無料

「
水
と
み
ど
り
の
森
づ
く
り
税
」を
活
用
し

県
民
参
加
の
森
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す

県
が
あ
な
た
に
代
わ
っ
て
森
林
の
間
伐
を
行
っ
て
い
ま
す

対
象
森
林
募
集
中
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２
月
の
心
配
ご
と
・
法
律
相
談

心
配
ご
と
相
談

日
程
・
場
所

１
日
（
木
）

　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

８
日
（
木
）
菊
池
市
福
祉
会
館

15
日
（
木
）

　

七
城
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

22
日
（
木
）
旭
志
老
人
憩
の
家

開
設
時
間

　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

法
律
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談
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要
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め
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で
申
し
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ん
で
く
だ
さ
い
）
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所
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日
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間　

午
前
９
時
〜
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応　

弁
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士
・
相
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日
程
・
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16
日
（
金
）

　
　

七
城
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
設
時
間　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

対　

応　

弁
護
士
・
相
談
員

問
い
合
わ
せ
先

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会

•
菊
池
本
所
（
菊
池
市
福
祉
会
館
）

☎
（
25
）
５
０
０
０

• 

七
城
支
所
（
七
城
多
目
的
研
修
セ

ン
タ
ー
）　
　

☎
（
25
）
５
０
１
０

•
旭
志
支
所
（
旭
志
老
人
憩
の
家
）

☎
（
37
）
３
７
０
８

• 

泗
水
支
所
（
泗
水
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
）　
　
　

☎
（
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）
６
３
６
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１
月
の
心
配
ご
と
・
法
律
相
談

心
配
ご
と
相
談

日
程
・
場
所

 

４
日
（
木
）

 　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
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日
（
木
）
菊
池
市
福
祉
会
館

18
日
（
木
）

　

七
城
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

25
日
（
木
）
旭
志
老
人
憩
の
家

開
設
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間

　

い
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前
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時
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午
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談
（
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で
く
だ
さ
い
）
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時
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わ
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菊
池
市
社
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協
議
会

•
菊
池
本
所
（
菊
池
市
福
祉
会
館
）

☎
（
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）
５
０
０
０

• 

七
城
支
所
（
七
城
多
目
的
研
修
セ

ン
タ
ー
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☎
（
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）
５
０
１
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•
旭
志
支
所
（
旭
志
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人
憩
の
家
）

☎
（
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）
３
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水
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泗
水
地
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福
祉
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☎
（
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）
６
３
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６

　

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
心

配
ご
と
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
を
持
つ
人
な

ら
誰
で
も
、
ど
ん
な
問
題
で
も
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

１月の行事予定
菊池 七城 旭志 泗水

1 月 第35回旭志元旦マラソン大会　10：00～10：30受付／３ｋｍ10：50・７ｋｍ11：00スタート　受付会場：旭志総合支所
2 火
3 水
4 木 市役所仕事始め
5 金
6 土
7 日 成人式　10：00受付／10：30開式　文化会館
8 月

9 火

アットホーム「マタニティ」（母親学級）　13：15～13：30　菊池市中央公民館
育児相談　9：30～10：30　西部市民センター

社会保険出張相談所開設　10：00～15：00　菊池市中央公民館

健康相談
9：30～10：30　健康相談室

３・４・６・７カ月児健診
13：30～14：00
旭志老人憩いの家

健康相談
9：30～10：30　泗水総合支所

10 水
３・４・６・７カ月児健診
13：30～14：00
七城多目的研修センター

11 木 ３・４カ月児健診
13：30～14：00　泗水公民館

12 金

行政相談　9：00～12：00
七城多目的研修センター
１歳６カ月児健診
13：30～14：00
七城多目的研修センター

13 土 お正月遊びとぜんざい会
10：00　西部市民センター

14 日 平成19年菊池市消防団出初式　8：00　菊池市多目的グラウンド

15 月 健康相談
9：30～10：30　旭志総合支所

16 火

「人権擁護委員、行政相談委員、弁
護士」相談所開設
9：30～12：30
菊池市中央公民館2階

６・７カ月児健診
13：30～14：00　泗水公民館

17 水
育児教室　9：30～10：00　旭志老人憩いの家

すくすくクラブ（３Ｂ体操）
10：00　西部市民センター

18 木
BCG予防接種
13：30～14：00　文化会館

平成18年度第３弾新春特別講演会　16：30　菊池グランドホテル

19 金
１歳６カ月児健診
13：10～13：30　文化会館

男女共同参画専門委員相談　13：30～16：30　文化会館

20 土 プラ板つくり（小学生対象）
10：00　西部市民センター

21 日
第50回菊池市青年団菊池支部市
内一周駅伝　10：00スタート
菊池市役所本庁舎前

第31回七城一周駅伝大会
10：00スタート
七城総合支所前

第31回旭志一周駅伝大会
10：00スタート
旭志総合支所前

22 月

育児相談　9：30～10：30　泗水公民館
献血　9：30～11：00／
12：00～16：00
菊池市役所正面玄関前

健康相談　9：30～10：30
七城多目的研修センター

23 火 ２歳６カ月児歯科健診　13：30～14：00　文化会館

24 水

すくすくクラブ（鬼の面作り）　
10：30　西部市民センター
６・７カ月児健診（平成18年６月生）
13：10～13：30
西部市民センター

25 木 ３歳児健診　13：30～14：00
泗水公民館

26 金
３歳児健診
13：10～13：30　七城公民館

人権教育総合推進地域事業実践発表会　10：00～　西部市民センターほか／13：00～　文化会館
27 土
28 日
29 月

30 火
３・４カ月児健診
13：10～13：30
西部市民センター

31 水 ３歳児健診　13：30～14：00
旭志老人憩いの家

2／1 木

2／2 金
６・７カ月児健診（平成18年７月生）
13：10～13：30
西部市民センター

2／3 土

休日在宅当番医 ※休日在宅当番医は変更されることがあります。休日や夜間の医療機関は、地域救急医療情報
センター（菊池広域連合消防本部）☎ 096（232）9331 に問い合わせてください。

●１月１日（祝）～１月３日（水）

※診療時間　午前９時～午後５時 1.1 1.2 1.3 ※診療時間　午前９時～午後５時 1.1 1.2 1.3

川口病院 菊池市 （25）2230 ○ ○ ○ 七城木村クリニック 菊池市 （26）9555 ○

菊池有働病院 菊池市 （25）3146 ○ ○ ○ 岸病院 菊池市 （38）2750 ○ ○ ○

菊池中央病院 菊池市 （25）3141 ○ ○ ○ いけざわこどもクリニック 合志市 096（242）6633 ○

菊池郡市医師会立病院 菊池市 （25）2191 ○ ○ ○ 産科婦人科 大竹クリニック 合志市 096（344）3232 ○

七城うえの医院 菊池市 （25）7070 ○ ○ ○ 菊陽台病院 菊陽町 096（232）1191 ○ ○ ○

●１月７日（日）～１月 28日（日）

１月７日

ふじおか内科 菊陽町 096（232）7550 岡山眼科 菊池市 （25）2209

中野クリニック 菊池市 （25）5861 熊本セントラル病院 大津町 096（293）0555

柴田整形外科 合志市 096（346）5500

８日
武蔵しもむら医院 菊陽町 096（339）7561 緒方整形外科医院 合志市 096（248）8181

古田医院 菊池市 （25）2280 木庭耳鼻咽喉科 菊池市 （24）2551

14日

河野内科クリニック 菊陽町 096（233）1717 米田産婦人科医院 菊池市 （25）2589

牧診療所 菊池市 （25）2317 原田歯科医院 合志市 096（242）3285

須屋クリニック 合志市 096（344）4833

21日

矢野医院 菊陽町 096（232）5266 菊南皮ふ科医院 合志市 096（345）0107

七城木村クリニック 菊池市 （26）9555 まつおか歯科医院 菊陽町 096（292）3080

庄嶋医院 合志市 096（242）3388

28日

なみかわ小児科 大津町 096（293）1163 菊池眼科 菊池市 （25）5678

赤星医院 菊池市 （25）2738 橋本歯科医院 菊池市 （38）6018

内田整形外科医院 合志市 096（242）3333

28｜広報きくち｜2007 JANUARY-129 広報きくち｜2007 JANUARY-1｜



　楽しみながら健康についての理解を深めるために「健康づくり大会」を開催
します。今年は「運動」をテーマに、普段着で仕事場でも家庭でも簡単に行うこ
とができる運動法を紹介します。ぜひ、ご参加ください。

■ホワイエ　午前９時～午後１時

○生活習慣病予防コーナー　骨密度測定、血管老化度チェック、チェッカー

くんで下肢筋力測定、ＢＭＩ・体脂肪測定、血圧測定

○食生活コーナー　簡単にできる朝ごはんの展示、１％味噌汁のお味は？

（試飲）、おやつの糖分どのくらい？、手作りおやつ試食

○歯のコーナー　歯科検診・相談（無料）、フッ化物塗布（無料）、顕微鏡で自

分の歯垢をのぞいてみよう、あなたのお口は大丈夫？（歯周病簡単チェッ

ク）

問い合わせ先　健康推進課健康推進係　☎（25）1111　内線 1143

中京大学体育学部卒業。東京教育大学（現在の筑波大学）大学院

修士課程修了後、東京医科大学で学ぶ。医学博士、体育学修士。現

在、中京大学体育学部教授として、コーチング論やスポーツ環境

論を指導するほか、一流スポーツ選手の技術分析や市民の健康

づくりのための運動研究、アドバイスを行っている。ＮＨＫ総合テレ

ビ「生活ほっとモーニング」、日本テレビ「おもいっきりテレビ」な

どに出演。主な著書は、「ひねり運動７秒ダイエット」、「決定版　

快適ウォーキング」など。

菊池市泗水ホール
内　容

■ホール　午前９時30分～正午

　○健康づくり活動発表　　

　　「骨こつ教室（骨粗鬆症予防教室）」の感想発表：旭志中学校

　○歯科健康教育劇

　　「笑って健口8020!」：歯りきり隊（熊本県歯科衛生士会鹿本郡市支部）

　○講演会

　　『体づくりの極意！！～老いない体をつくる～』

　　中京大学体育学部教授　湯浅景元　氏

けんこう

ゆ あ さ かげもと

講師紹介

１月28日　　午前９時～午後１時日と　き

ところ

菊池市役所（本庁）は、環境管理の国際規格「ISO14001」を認証取得しています

菊池市情報企画課
〒861-1392
熊本県菊池市隈府888番地
TEL 0968（25）1111
FAX 0968（25）5720
ホームページ　http://www.city.kikuchi.kumamoto.jp/
市長メール　mayor@city.kikuchi.kumamoto.jp
行政メール　kouhou@city.kikuchi.kumamoto.jp

発行・編集

敷島印刷株式会社
印刷

■人口：52,681人 （+34）

　男性：25,234人 （+8）

　女性：27,447人 （+26）

■世帯：17,406世帯 （+23）

本文は古紙配合率 100％
再生紙を使用しています

平成19年１月１日号 編
集
後
記

編
集
後
記

11月末の人の動き
（対前月比）

　

昨
年
は
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通

事
故
で
幼
い
子
ど
も
が
犠
牲
に

な
っ
た
り
、
い
じ
め
を
苦
に
し
た
若

者
の
自
殺
が
続
い
た
り
と
暗
い

ニ
ュ
ー
ス
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
。

　

昨
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
に
も

選
ば
れ
た
「
命
」。
そ
の
大
切
さ
を

考
え
さ
せ
ら
れ
た
年
で
も
あ
っ
た
。

　

あ
る
中
学
生
が
書
い
た
作
文
の

中
に
「
私
が
生
ま
れ
た
と
き
、
父
も

母
も
祖
母
も
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
、

そ
ん
な
中
で
大
切
に
育
て
ら
れ
、
今

の
私
が
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
の
内

容
が
あ
っ
た
。
そ
の
し
っ
か
り
と
し

た
考
え
に
驚
き
、
も
う
一
度
「
命
の

大
切
さ
」
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

菊

　「ハッピー・バースデイ」では、平成19年４月まで
に誕生日を迎える３歳までの子どもさんの写真を
募集しています。随時募集していますが、誕生月の
掲載になりますので、誕生月の前月10日を締切日
とし、先着７人を掲載します。写真にコメントを添え
て、菊池市役所または各総合支所の広報担当まで申
し込んでください（写真は後日持参でも可）。

ハッピー・バースデーハッピー・バースデー
菊池市

H18年
1月5日
生まれ

H17年
1月12日
生まれ

ばァが
大好きです。

つかちゃん、
あおくん、

これからもいっぱい
あそんでね。

合
戸　

楓
く
ん

（
１
歳 

○ 

福
本
一
）

父
・
勇
さ
ん

母
・
亜
紀
子
さ
ん

ご
う
と

か
え
で

泗

中
川　

航
く
ん

（
３
歳 

○ 

田
島
団
地
）

父
・
治
成
さ
ん

母
・
由
加
里
さ
ん

な
か
が
わ

こ
う泗

松
岡
陽
菜
ち
ゃ
ん

（
２
歳 

○ 

西
正
観
寺
）

父
・
伸
さ
ん

母
・
結
子
さ
ん

ま
つ
お
か

ひ　

な菊

源 

和
花
菜
ち
ゃ
ん

（
２
歳 

○ 

東
迫
間
）

父
・
孝
博
さ
ん

母
・
ゆ
り
さ
ん

み
な
も
と

わ　

か　

な菊

中
島
直
央
ち
ゃ
ん

（
１
歳 

○ 

村
吉
）

父
・
洋
一
さ
ん

母
・
多
美
さ
ん

な
か
し
ま

な　

お

い
し
ぐ
ち

せ
ん
り

泗

石
口
閃
理
く
ん

（
２
歳 

○ 

富
の
原
西
）

父
・
和
博
さ
ん

母
・
照
臣
さ
ん

泗

仁
志
隆
成
く
ん

（
１
歳 

○ 

富
の
原
一
）

父
・
公
一
さ
ん

母
・
美
佐
さ
ん

に　

し
り
ゅ
う
せ
い

泗

H16年
1月17日
生まれ

H18年
1月12日
生まれ

H17年
1月20日
生まれ

H17年
1月12日
生まれ

いっぱい食べて、
優理ねえちゃんと
遊ぶぞ～。

H18年
1月8日
生まれ

A Happy New year!
今年はパパと
かけっこするぞ。

歌と踊りが大好き。
お姉ちゃんの

真似っこも好き・・・。

１月から保育園です！
目指すは無欠席!!

グランパ、ユリママ、
これからヨロシクね！


